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発刊にあたって

本書は，平戸市河内港の海岸環境整備事業に伴い，発掘
せんりがはま

調査を実施した千里ケ浜遺跡の調査報告書です。

平戸市は中・近世において，いち早くヨーロッパとの交

流を始めた地として知られています。今回の千里ケ浜遺跡

の調査では，縄文時代前期から後期を主体とする遺跡であ

ることが判明いたしました。縄文時代の前期・後期は，人々

が積極的に海に資源を求めた時期として知られ，今回の調

査でも朝鮮半島との交流を示す遺物が出土したことから，

平戸が当時から海外に開かれた場所で、あったことが確認さ

れました。出土した遺物から縄文時代の人々が海に対して

どのように挑んだのか悠久の時を超えた先人の知恵を学ぶ

ことは，全国に海洋立県として知られる長崎県にとって，

大変宥意義なことと思われます。

本書が，学術的に活用され県民の皆様の文化財への愛護

精神の高揚につながれば幸いです。

平成14年 3月31日

長崎県教育委員会教育長

木村道夫
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1.本書は平戸市千里ケ浜に所在する，千里ケ浜遺跡の調査報告書である。

2.調査は平戸土木事務所を事業主体とし，長崎県教育庁学芸文化課が委託を受

け，範囲確認調査を平成8年11月 613から平成8年11月29日まで，本調査を平

成13年 7月 6日~平成13年12月18日まで実施した。

3.調査関係者は次のとおりである。

範囲確認調査長崎県教育庁文化課

文化財保護主事

文化財保護主事(現県立北陽台高校教諭)

文化財保護主事 (現横尾中学校教諭)

本調査担当 長崎県教育庁学芸文化課

川道 寛

小松 旭

甲斐田彰

主任文化財保護主事村川逸朗

同上 福田 一志(現原の辻調査事務所)

文化財調査員東 貴之

向上 竹中 哲朗(現国見町教育委員会)

同上 内藤かおり(現有川町教育委員会)

同上 上原 恵

向上 井立 尚

4.本書は，各章ごとに分担執筆し，執筆者については各章の末尾に記載した。

5.遺物の実測は，剥片石器を福田，大形礎石錘を村川が担当し，土器の実測・

拓本を井立がおこなった。トレースについては渡辺洋子の協力を得た。

6.本書における圏面・写真・遺物については，長崎県教育庁学芸文化課立山分

室に保管している。

7. 土器については九州国立博物館誘置対策室の水ノ江和同氏より助言をいただいた。

8.現場での土層写真・調査写真は，調査担当者が撮影し，遺物写真については

福田・井立が撮影した。

9.本書の編集は福田がおこなった。

10.巻頭カラーについては埋文サポートシステムの山口勝也氏の協力を得た。
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第 I章遺跡の立地と環境

第 1節地理的環境

1 .平戸市及び遺跡層辺の地形

平戸市は，西海国立公園の中枢である平戸島とその北方に位置する度島をはじめ，沿岸部に点をす

る多数の島から成り，市内で最も広い平戸島は北東一南西方向に約40kmの全長と約 9kmの最大幅を有

している。面積は163rrfであり，これは対馬 (696rrf)・福江島 (326rrf)・中通島 (168rrf) に次いで県

内第4位の大きさである。島の北東から南西方向には2列の火山性山地が配列しており，その間には

神曽利JI1・安満川・木ヶ津川・中津良川!などが流れ，平戸島西側の北端には直径約4kmの円形の山麓

線をもった火山体である安満岳 (534.6m) が聾えている。今回，調査を行った千里ヶ浜遺跡は島の北

部東側，平戸の市街地を約 4kmほど南に下ったJ1 1内地区に位置している。 JII内地区は千里ヶ浜を真下

に望む傾斜地一帯の地区で，地区の南に向かい緩やかに傾斜する斜面には，両端をはさむ形で二本の

渓流が流れている風光明婦な地である。しかし，この地区を含む平戸島北半分の海岸地帯は古くより

地すべりが多発し，地域住民の生活を脅かしている。千里ヶ浜遺跡はJII内地区の東側海岸に位置する

砂浜に立地しており，砂浜は西側に向け鄭成功ゆかりの地付近まで数百メートルにわたり伸びている。

遺跡の背後には道路やリゾートホテノレが出来ているために斜面が切断されているが，旧地形は斜面が

砂浜直前まで緩やかに下りていたと考えられる。

2.平戸島及び遺跡周辺の地質

平戸島の地質は，新第三紀に堆積した平戸層・野島層群・平戸火山岩類・南竜崎砂磯層，松浦玄武

岩・垣ノ岳石英安山岩および，第4紀に堆積した段丘堆積層・海浜堆積層・沖積層から形成されてい

る。千里ヶ浜遺跡が位置する平戸島北部の砂浜を除く海岸地帯一帯には平戸層が分布する。岩質は砂

岩・泥岩の互層を主とする。この層は垂直・水平的にも岩相の変化が著しく，層序をたてることは大

変難しい。先に千里ヶ浜遺跡周辺地域で、地滑りが多発すると述べたが，その地質的要因は平戸層地表

近くの泥岩や擬灰質泥岩が風化し，粘土化することにより地滑り活動が起こる為である。千里ヶ浜の

地層は第4紀に蓄積した海浜堆積物である。平戸島の砂浜は，東海岸においては千里ヶ浜以外見るべ

きものはないが，その一方で西海岸には下中野・主師・根獅子・飯良など多くの砂浜が発達している。

3. 平戸産璃瑠について

璃瑠は硬質で美しい性質を持ち，縄文時代よりその利用が知られている鉱物である。平戸地産璃瑠

の起源は志々伎を中心とした平戸島南部に分布する志々伎火山岩類である。県内の璃瑠産地の報告と

しては岡本要八郎編『長崎県鉱物誌j1985年が知られ，平戸地方の産地として，紐差・津吉・志々伎・

宝亀が挙げられている。そのなかで平戸産璃瑠の特徴について「玄武岩の子隙を満たして白色の球礁

で海岸に多いj と紹介されている。また，「赤色・白色の璃瑠および赤・緑・褐各色混合の美しい碧玉

は器具・装身具に加工されつつあるJ と当時の利用法についても言及している。現在でも平戸島各地

において転石の採取は比較的容易であり，古くより璃瑠が豊富な地で、あったことがうかがえる。また，

現在のところ具体的な利用時期，生産形態は明らかにされていないが，先に『長崎県鉱物誌jのなか

で産地として挙げられている志々伎・津吉周辺は平戸島において重要な遺跡が存在している。このこ

とから璃瑠が当時，重要な鉱物として捉えられていたことが推測される。

1
i
 



第2節歴史的環境

1 .旧石器時代の遺跡

平戸地方の旧石器時代の遺跡は主として湿地帯周辺に回まって分布する傾向がある，これは当時の

人々が湿地を好み，定期的に集落を移転させていたためだと考えられる。

平戸島と大島の中間部にある度島のほぼ中央部の低丘陵聞に位置する中山遺跡は，九州・西中国地

方のみで出土する剥片尖頭器や北九州およびその周辺部のみで発達する百花台型台形石器などの多様

な石器群に加え，炉跡状のピットが検出された遺跡である。また遺跡の周辺では多量の黒耀石の原石

が存在することから黒耀石を他の地域との交易に利用されていた可能性が示唆されている。

堤西牟田遺跡は，平戸市南部の堤地区西海岸小丘陵の東斜面(標高約四m) に位置している。この

地域としてはめずらしく第4紀土層が 3m以上堆積しており，その上半部からナイフ形石器などの!日

石器時代の遺物が拡散することなく原位置に近い状態でまとまって検出された。出土した石器群は生

産技術や形態の特徴が中山遺跡に類似しているが剥片尖頭器が出土していないなどの差異も存在する。

また，当該遺跡は北九州地方では貴重な多層遺跡であるために，旧石器時代の石器群を編年する際に

しばしば基準にされている。加えて， AT火山灰層の位置やその前後から多量の花粉が確認されたこと

から古環境および古植生を論じる上でも重要な遺跡である。

2.縄文時代の遺跡

平戸地方の縄文時代の遺跡は早期のものとして，

石鍛が100点余り出土した金柑茶屋第 2遺跡が，

中期以降のものとして神の池遺跡があげられるが，

前期の遺跡は特に見るべきものはなく，以前より

曽畑式土器が表採された、海岸遺跡として知られ今

回の調査対象となった，千里ヶ浜遺跡があげられ

るぐらいである。よって次節において千里ヶ浜遺

跡と向時期にあたる県北地域の代表的な海岸遺跡

を取り上げることとする。

3.弥生時代の遺跡

平戸の弥生遺跡は志々伎膏周辺・津吉地区・紐

差地区・田助地区・根獅子周辺に集中している。

立地から見ると，湾岸の低地に好んで集落を形成

していたようである。

根獅子遺跡は，平戸島の西海岸ほぼ中央部根獅

子湾の標高約 7mの砂丘に立地する平戸地方を

代表する大規模な埋葬施設をもっ遺跡であり，人

骨が20体以上出土している。人骨は長身・面長の

北部弥生人とは異なり縄文人的特徴をもっ低身・

広顔も西九州弥生人であるうえ，抜歯をした人骨

も認められることなどから縄文文化の残存がうか
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がえる。出土した人骨のうち 6体は安山岩の箱式石椙に埋葬され，全ての人骨が頭部を東西いずれか

に向けられた形で屈葬されており，伸展葬および頭部を南北に向けた例は確認されなかった。このこ

とから当時，規則性をもった埋葬儀礼が存在したことが見いだせるだろう。また，当遺跡、を有名なも

のにした頭頂部に銅織が刺さった女性の人骨は，青銅器の武器使用を示すと同時に当時の社会状況を

表すものとして貴重な資料である。

津吉遺跡は，根獅子遺跡からほぼ南に下った吉田川両岸一帯に位置している。当遺跡からは，竪穴

住居跡・土坑墓・ 3基のドングリ貯蔵穴などと共に大量の遺物が出土している。貯蔵穴からはドング

リの他に鮫や猪などの獣骨が検出されており，弥生期に入っても漁携採集による食料獲得が行われて

いたことが分かる。また第 3貯蔵穴からは市内唯一の木器が出土している。

4.古墳時代の遺跡

平戸地方の古墳について語る上で、は度島を外して語ることは出来ない。わずか東西3.5km，南北 1km 

の小島にもかかわらず多数の古墳が確認されていることで知られている。そのなかでも代表的な古墳

として湯牟田古墳(度島古墳)を取り上げたい。

湯牟田古墳(度島古墳)は度島の南海岸中央部のやや東側に位置している。石室は長さ2.1m ・幅

1.65mの長方形に大型の扇平自然石が立てられ，床に板状石材が敷かれており，その下に約10cmの砂

利層が認められた。羨道については不明であるが，配石がなかったことから存在しない可能性が高い。

また，天井部は道路造成の際に破壊されてしまっている。副葬品は須恵、器16点・土師器6点・丸玉約

20点が出土している。須恵器は型式的特徴から， 6世紀中葉のものと後葉のものとに分けられ，古墳

の造営時期および追葬が行われたことを示している。度島にはその他にも，保存状態が良好な崎瀬古

墳や鉄剣が出土した堅山古墳が知られている。また，平戸島の古墳については，鏡が二面(半肉彫獣

帯鏡・内行花文鏡片)出土した田助古墳が著名である。

5.古代の遺跡

平戸地方の古代遺跡については断片的な表採資料しかなく詳しいことは不明であるが，代表的な遺

跡として志々伎神社を取り上げることにする。志々伎神社は上宮・中宮・遷都宮・沖津宮の四社から

なっており祭神は仲哀天皇の弟皇十城別王である。上宮は志々伎山頂にあり，江戸時代には廟があっ

たと言われている。中腹に位置し祭杷の中心である中宮は現在地に定まるまで三度の移転を経ている。

現在の中宮は明治期の廃仏按釈の折り廃寺となったかつての神宮寺である円満寺の敷地に昭和36年建

立されたもので，以前は現在地より約200m程登った所に建てられていた。さらにそれ以前は上宮へ登

る途中の古中宮と呼ばれる岩陰の石絹が中宮で、あったと言われている。記録によれば，志々伎神社は

672年(白鳳元年)には創建されていたと考えられ，神社周辺からは貿易陶磁が確認されていることな

どから古代においての中心地で、あった可能性が高く，古代朝鮮との交易，中世においての松浦党との

関係などについて重要な役割を果たした神社であると言える。また肥前田における式内神社の一つで

あり，壱岐・対馬のそれと比べ規模が大きく，さらに式内寺としての形態をよく留めている事などか

らも歴史的価値が高い。

6. 中世の遺跡

平戸島には中世城郭が12城確認されている。ここでは代表的なものとして松浦氏ゆかりの館山城跡、

を取り上げた。

つり



館山城跡は松浦資料博物館の裏山に位置する。館山城には天守台を頂点に総延長200mを越える長大

な馬蹄形の空堀が掘られている。これほどの規模の空堀は平戸島ではこの他に例を見ない。『家世f云』

によると鎌倉初期から南北朝中期まで松浦氏の居城であったとされているが，詳細は不明である。平

戸松浦氏の居城はこの後，白狐城へ，そして近世初頭には日ノ岳城(古平戸城)へと変遷し，館山城

はその機能を失うが慶長年間に日ノ岳城が焼失し平戸城が完成するまでの約100年間，政庁として再び

1幾能した。

7.近世の遺跡

近世の遺跡については先に引き続いて松浦氏ゆかりの城郭，および窯跡，和蘭商館跡を取り上げた。

平戸城は松浦藩の居城であり，完成まじかに焼失した日ノ岳城(古平戸城)を再築したものである。

そのため，本丸前門の石垣のように積み直しの跡が見られる。再築の際，新たに土地造成をした様子

が見られないことから， 日ノ岳城の各郭がそのまま転用されたと考えられる。平戸城は再築という性

質上中世的な性格を残すこととなった。この点，典型的な近世城郭である森岳城(島原城)と好対照

である。

オラン夕、商館跡は，東インド会社の東アジアにおける最前線基地として1609年に設置され， 1641年

まで商館として機能した。本商館は幕府の海外貿易を知る上で非常に重要な遺跡であり，大正11年国

史跡に指定された。現在までの調査で 3期に渡る建物跡・石垣・倉庫跡などが確認されている。また，

和蘭商館跡の他にも，英国商館跡や外人墓地などの海外関係遺跡が多く存在する。

中野窯跡は日本最西端の古唐津系陶磁窯跡である。高麗風の印毛目文様や白化粧土に呉須および鉄

粕により絵付された茶陶類から一般の日常雑器である壷や聾まで確認されている。また，一部には白

磁染付の製品もあることなどから，陶器から磁器焼成へと移行する過渡期的な窯として貴重である。

第3節千里ヶ浜遺跡と同時期の周辺(北松地区)遺跡

千里ヶ浜遺跡は平戸を代表する縄文時代前期の海岸遺跡である。ここでは北松地区に範囲を拡げ，

千里ヶ浜遺跡と同じ縄文時代前期の海岸遺跡として姫神社遺跡とつぐめのはな遺跡の 2遺跡を紹介し

ていきたい。

姫神社遺跡(松浦市)は星鹿半島の南側海岸部，標高 2 mの地点に位置している。昭和41年に行わ

れた日米合同調査において 1万点もの遺物が出土した。代表的な遺物は主として，縄文前期の轟式土

器・曽畑式土器があげられる。当該遺跡は県北の開地遺跡としては珍しく複数の文化層を有している

ため，縄文前期の轟式から曽畑式への型式変化を層位的にたどることが出来る。これによって長年論

じられてきた轟式・曽畑式の先後関係が明らかとなった極めて重要な遺跡である。

つぐめのはな遺跡(田平町)は平戸瀬戸の海岸部，標高 7mの地点に位置する。出土遺物は縄文早

期後半の塞ノ神式土器から前期の轟B式土器，中期~後期初頭の阿高式土器と多岐にわたる。また，

遺構が検出されていない点や石鋸が81点出土していること，および動物遺体が鯨・イノレカなどの海獣

骨のみで、あったことなどから，居住地ではなく漁業拠点であったとされているが出土したといわれる

海獣骨は現存していないため詳細は不明である。(井立 )
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第E章範囲確認調査

第 1節調査の経緯と調査

田平土木事務所は，平戸市川内地区にある千里ケ浜周辺の港湾環境整備に伴って，県文化課に遺跡

の照会と協議を依頼した。港湾環境整備事業計画地域は，以前より前期土器が表面採集される地域と

して，長崎県遺跡地図に55-4で、登録されている千里ケ浜遺跡の中心部であった。県文化課では，その

範囲の特定を急ぐ必要があるとして，範囲確認調査を実施することとし，その結果によって再度協議

をおこなうこととした。調査は，思った以上の潮の干満の差の中で，干潮時に調査をおこなうという

変則的な調査となった。 2X2mのグリッドを基本とし，東側より調査をおこなったが，北側につい

ては表士下， 1 m50cm以上の所に包含層が確認され，南側にいくにつれて表土は薄くなり 30cm足ら

ずで遺物が検出される調査区もあった。グリッド 1~11 のうち，包含層が確認されたのは 1~3 ・ 10

グリッドで，この周辺には曽畑式土器が集中して出土した。遺跡の中央部では12・14グリッドにおい

て包含層が確認され，特に縄文時代後期の遺物が目立つ領向にあった。また， 17・18・20グリッドで

も遺物が検出され，その地形的なものを考慮し，第3図の様な範囲を特定した。このことによって，

千里ケ浜遺跡においては，大きく 3箇所のグ、ノレーピングが可能となった。ここでは，仮に東から第1

地点~第3地点とする。遺物を出土する地点の特徴は，やや微高地にあるということ，河川の側であ

ることなどが挙げられる。

以上の状況から，全体に工事が及ぶとすれば3箇所で5，800m"の調査が必要となることを確認した。

第 2節層位

層位については、本調査の項で詳しく記すこととし、ここでは遺物の出土の状況を簡単に説明する。

全体で21笛所設定した試掘坑の状況から、東側の試掘坑では包含層までの深さがかなりあり、特に礁

の堆積が著しかった。遺物包含層は、砂層で東側に明確に認められる。西側にいくにつれ包含層は薄
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m物出土庖 微高地となった部分と、遺跡中央部、遺

跡西側の 3カ所で認められた。
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第4図土層柱状図

第3節出土 遺物

1 .土器

前期土器から土師器まで出土した。 1. 2・6は曽畑式土器である。 1は口唇に刻目を施し外面に

は横に数条の沈線を入れて区画し，その上部に刺突による羽状文を 2条施文する。器壁は薄く，補修

孔が見られる。焼成は良好で胎土は赤褐色を呈する。 2は外面上部に刺突文を 3列並行に施文し，直

下に平行沈線を入れる。この平行沈線は胴部下半まで施文されるものと思われ，上部には図にあるよ

うに三角文を描く。口縁部裏側にも沈線を横方向に 3つを単位として沈線を入れ，上部に 2段の刺突

を入れる。 6は小皿とでも言えそうなタイプで， 口径約10.8cm，器高2.4cmを測る。口唇部を丸く納

め，胴部口縁部下に 2条の沈線を巡らせ，その直下に縦の沈線を巡らせる。胎土は黄褐色を呈し，滑

石の粒が大きいのが特徴である。以上の曽畑式土器は，水ノ江編年の曽畑E式の範轄にはいるもので，
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範囲確認調査では，古い型は確認できなかった。 3は尾田式土器で，胎土は砂っぽく，厚手である。

内外面とも数条を単位とする施文具で，押し引きしながら横方向に施文する。前期後葉に編年される。

後期の土器としては， 4の坂の下系の土器があげられる。口縁部が肥厚し，胴部を屈曲させる。胎土

は赤褐色を呈し，後期阿高系土器の胎士に近似するが，器形は鐘崎式などの後期後葉のタイプに近い

ことから後期初頭の坂の下系のなかでも新しい段階のものか。濁った赤褐色を呈す。 5は古式土師

器で，丸味を帯びた胴部から頚部が急激に立ち上がる。口唇部は内部に折り返している。器壁は薄く，

内部のへラ削りは口縁部に及んでいない。

2.石器

1は蛇文岩製の磨製石斧である。全体的に丁寧に研ぎだし，側片部にいくらか散打症が観察される。

使用による刃こぼれがが激しく，刃部が傾斜していることから，何回か研ぎだしたものと考えられる。

蛇文岩製遺物はこれのみであった。 2は玄武岩製で，先端が細身となることを特徴とする。刃部周辺

の研磨が際だち，胴部では中央にまで研磨が行き渡っていない。先端部は，刃こぼれしている。 3・

4は漆黒色黒曜石製の尖頭状の石器である。特に3は大形のもので，調整の剥離痕が中央部にまで及

ぶ石鋸状のものである。 3も徴密な加工によって薄身で長身に仕上げている。 5は玄武岩製の両面加

工の石器である。石鈷とも考えられるが，加工が粗く，先端部が丸く刺突には適さないと考える。し

たがってサイドスクレイパ)的なものと判断しておく。 6は玄武岩製のスクレイパーで，打点を頂点

とした下辺の一端に刃部を設けたものである。大形のスクレイパーは本遺跡の特徴である。

以上の遺物から，本遺跡は縄文時代前期から後期，古代に至る幅広い時期の遺物包含層があったこ

とが確認された。特に縄文前期と後期に主体があり，西北九州に顕著な海底遺跡の状況とほぼ間じ状

況にある遺跡のーっとして捉えられる。

範囲確認調査では， 3つの地点から遺物包含層が確認された。包含層は特に東側の微高地近辺を主

体に残存することや，遺跡に流れ込む川筋に包含層が確認されることなどが特徴となっている。遺跡

の形成に際し，川iの存在が大きかったことや，現在は満潮時に海底下に没する遺跡の在り方など，多

くの問題を提起した。(福田)

港湾整備事業に係る遺跡の範囲として， 3地点合計5，800nfを事業課に提示し，協議をおこなった。

その結果事業の一部縮小ということになり最終的に4，620nfを本調査することとなった。

- 8 
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本調査第E章

調査の経緯と調査第 1節

田平土木事務所との協議の結果，範

囲確認調査の第3地点は工事が及ばないことが判明し，第 1地点と第2地点の計4，000nfの調査を本調

査することとなった。調査は平成13年7月から開始した。満期時には遺跡が水中に没するという条件

範囲確認調査では， 5，800nfの調査が必要との結果であったが，

の中，干潮時に低い部分の調査をおこない，満潮時には高い部分の調査をおこなうなど，時間的にも

大きな制約があった。また，東側は思った以上に包含層までの深度が深く，大形礁にも悩まされ重機

を入れての調査となった。

調査区は， A-2・3区北側の杭 (Xニ 5246.040，Y = -5991.782)を基準に， 1 -2・3区北側の

そこから西側に 5mづつのメッ杭 (X=5206.040， Y = -5991.782)を見通したラインを基準とし，

シュをいれて調査区とした。当初，第 1地点3，200nf，第2地点800nfで計画していたものの，標高が

高いA列では遺物が確認されたため，第 1地点と第2地点は最終的には連続することとなった。遺物

はA'"'-'Iの1'"'-'8列に集中し，黒曽根川を挟んで東側の微高地一帯が主体的な場であったと思われる。

この空間は当時においても主体的な活動の場でこの一帯は小半島状に南側に突出していることから，

あったのであろう。黒曽根川を挟んで西側では遺物の出土は希薄となる。また，海側(南側)でも包

遺物の出土もなくなった。遺物の内容としては，黒曽根川の東側に前期土器含層が徐々に薄くなり，

が集中し，西側に後期土器が多くなる傾向にあった。特に弥生土器や須恵器等は，ほぼ西側に出土し

ており，海岸部においても時代的な活動の変遷があったものと思われる。

層位第 2節

その名の通り砂浜が広大に拡がり、夏ともなれば多くの海水浴客で賑わう一大海水浴千里ケ浜は、

この砂の供給は、周辺に見られる砂岩と見られ、風成作用によって堆積したものと考えら場となる。

この層その中に石英の細かな粒子が多量に含まれる。れる。砂は風成砂特有のきめの細かいもので、

2層は大形の円礁を主体とする。ベースはやや粗い砂であるがこの中にが遺跡を覆う第 1層である。

2層は、地点によって大きく堆積状況が変化する。調査当初円磯や角磯が大量に取り込まれている。

2層は，は層の細分をおこなっていたものの、調査区ごとの整合性がとれないくらいに複雑であった。

遺物的には古代から縄文時代前期遺物を含み，多くの物がローリングを受けている状況から，遺跡北

側の微高地からの 2次堆積土と海や月|から供給された円磯や角礁と判断し、基本的に 2層として一括

A -+3m 
B __________ 宇___.------

~ 

+2m 

+lm 

一一一一一一一一一千←1

+3m-

一一一一一一
A~H ， 10列の土層柱状図
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0-10区西壁
川の近くにあたり、大形礁が多い

A-8区西壁
磯層が厚く推積する(土層である砂層は除いた状態)

A-14区西壁 B-18西壁
層厚が薄くなり、1・2・3層が明瞭に分かれる

;:"-': '';{'.~- . . .;... ~ _.....よ-，・

P2二ま:υらそ'-'“ 子::.7; 
叫二 Y.J_ 旬、 、ー ， ，_ ・〆〆../: ...: -~. ....~， .I. 

~?，-'?....コ'勺 .r.-x '-' ・

C-22西壁

層厚はさ らに薄くなり2層磯層は消滅に近い状況となる

堆積状況

して扱うこととした。遺物は先述したように曽畑式土器 ・坂の下系土器 ・弥生土器 ・土師器などが出

土するが，3層に純然たる包含層が存在することから 2層出土の曽畑式土器や坂の下式土器などは，

3層から取り込まれたものと判断される。特に曽畑式土器は小片や摩滅したものが多く，本来の帰属

層から離れたことを表しているものと判断する。石器や剥片なども出土するがいずれも摩滅しており ，

2層を構成する土砂とともに上流から運搬されたものや，波によって洗われたと考えられ、これも本

来の帰属層から遊離していると思われる。 2層は、東側に厚く堆積し西側にいくにしたがい磯が小形

円磯だけになり、調査区西側では最終的に消滅する。

3層は，破砕貝と小礁を混入する砂層で、本遺跡、の主たる包含層である。砂は黄褐色を呈し、石英

の微細粒を含むことから、 1層の砂層と同様な構成を示す。破砕員層は、 3層の時期に多くの員類が

生息していたことを物語るものと考えるが，原形を止めるものはほとんどなく，細かく砕けた状態に

ある。遺物は轟式土器 ・曽畑式土器などの前期の土器を主体に、船元式土器 ・坂の下式土器など中期

から後期の土器も出土する。層厚は10cm~30cm 前後で比較的薄い。 3 層は東側に良好に堆積するが，

西側では層として捉えられない くらいに薄くなる。このことは， 2層も同様な説明をおこなったが，

円
ぺ

υ

唱

a
i



千里ケ浜中央部は波による浸食作用が働いて 2・3層が浸食されたことを示すのであろう。

4層は，灰白色の砂層となる。一部遺物が出土するが， 3層の遺物が取り込まれたものと判断した。

基本的に無遺物層である。砂のキメは小さく， 1層と同様にキメ細かな砂粒に石英粒を多量に含む。

層厚は，表土より深さ 2mまで確認したがそれ以上の層厚を持つものと考えられる。かなりの海退現

象時に風成作用により堆積したか，あるいは海進時の浸食作用によって堆積したと思われる。

第3節 層位からみた遺跡環境

千里ケ浜遺跡の中で厚く堆積する 4層は，砂を主体とするものである。砂が堆積するには，基本的

に風成作用と水成作用がある。風成作用での砂の供給は，砂岩などの脆弱な岩石が風化し，風によっ

てー箇所に集積した場合にはじめて厚く堆積する。水成作用では，波によって岩石が浸食を受けるか，

海流の流れの変化によって，別の海浜部から砂が取り込まれ，海流によって運搬される場合等が考え

られる。千里ケ浜遺跡の砂は，千里ケ浜地域を含む平戸市北東部にある平戸層内の砂岩が供給源と考

えられる。砂岩の露頭は遺跡北側の海岸部に今も顔をのぞかせており，周辺の砂岩の浸食 ・風化が千

里ケ浜遺跡の砂層を形成したものであろう。千里ケ浜遺跡の包含層は 3層にあり，一番古い土器とし

て轟式土器があげられる。土層からこの轟式土器の段階以前に砂が供給されたことは疑いがなく，轟

式土器以降3層内に含まれる土器の時代の人々は， 4層という砂層上で行動していたことが理解され

る。ベースとなる住居等を含む場をこの砂層上に求めることは困難であり，生活の場は他にあったと

考えるのが妥当であろう 。周辺の地形から考えるならば，遺跡北側に立地するホテノレ周辺の緩傾斜面

が生活の場であった可能性を示唆しておきたい。これに対し，遺物出土地点は作業場と考える。出土

した石器は狩猟具等よりも，掻器などの加工具や処理具が多い点でもそのことが裏付けられる。作業

としては，カーボンが付着した土器が多いことから，通常の生活での調理用の煮沸と相違する，生産

活動のための土器と規定できるであろう 。具体的には，員の加工食品あるいは魚類の加工などである。

砂浜地帯の環境下での生業が，他の同時代の遺跡と変化した可能性を充分考える必要がある。今回の

調査で、遺構の検出はなかったが，遺跡東側の微高地での遺物の集中から，貝類などを点々と採集し，

微高地で加工作業をおこなっていた可能性を示唆しておきたい。

さて，本遺跡の遺物出土地点は，満潮時には海中に没することは何回か触れた。当時の活動域であ

る地域が海中にあるはずはない。そこで，縄文時代の海進 ・海退について触れておく必要がある。た

だし，筆者の識見ではこの課題はあまりにも難題であることから，ここでは遺跡の調査を通して疑問

に思ったことを抽出しながら，見解を示したいと思う 。

現在，遺跡は干潮時には100m以上沖合まで陸化するものの，満潮時にはすべて海中に没する。標高

でいえば+3mラインまで潮が満ちてくる。したがって現状を見る限りにおいては本遺跡では考古学

でしきりに言われている縄文前期海進という，一般的な現象は当てはまらないことになる。しかし，

更新世の最終氷期が終結し，温暖化が始まって約8，000年前位に海進の現象があり，そのピークが約6，000

年前にあることは，汎世界的なこととして知られている。日本では，東京湾の前期の貝塚が現在の汀

線より高位にあることなどは，このことをより具体的に示した例とされる。ところが西北九州の前期

遺跡は海底下にあるものが多数確認されていることから，大きな矛盾を生み，本遺跡も同じような状

況下にある。現在よりも潮位が高い縄文海進時に陸化していた場所が，縄文海進時よりも潮位が低い

現在においても海面下にあることは，縄文海進の説明にならない。現在の遺跡の状況からすれば，縄

-14 -



文前期は現在よりも数メートル海面が低かったことを想定しなければならない。

西北九州の前期遺跡が海面下にあることに対しては，地質学の方からハイドロ・アイソスタシーや

氷河性海水準変動によって説明されている。

縄文早期から前期の県内での海際の遺跡、の状況を二，三提示しておく。

本県下で海面下で発見された遺跡の中でも一番下位にあるものとして，水面下-25mのところで確

認された鷹島海底遺跡がある。遺物としては，押型文土器を主体としており，その中でも南九州の影

響下にある壷型の押型文土器の出土が知られている。この土器の出土から縄文早期中葉のころ，現在

の水面下25mの地帯は，陸化していたことになる。大村市の玖島城跡では，近世の遺構面下から標高

Om地帯以下の部分から縄文早期終末期の土器や石器が出土している。調査の状況から，これ以下の

部分にもまだ遺物が包含されていることが予想される。多良見町伊木力遺跡では標高 Omから-1m

前後に縄文前期轟B式土器の段階のドングリピットを確認している。先の 3遺跡の例から，縄文早期

中葉には少なくとも -25m地帯まではi珪化していたが，その後に海進が急速に進んだことを窺わせる。

海進は，玖島城跡の例からみれば，縄文早期終末期には，大村湾に海水は入り込んでいないと見られ

る。伊木力遺跡の状況では，轟B式土器段階に-1m前後にまでドングリピットが形成されているこ

とから，海水の進入を予見で、きない。このような状況から考えるならば，大村湾への海水の侵入は，

轟式土器段階以前及び，鷹島遺跡の例から早期中葉以降の海進時と考えられる(註 1)。

千里ケ浜遺跡の現状は、大潮の場合+3m地点まで水面下となる。また遺物は十 1mの地点からも

出土することから、少なくとも縄文前期は、現在より 2~3m以上海面が低くなければならない。そ

こで第8図で現在の千里ケ浜周辺のコンタを見てみると、 -1m位から-3mを境として急激に落ち

込んでいることが理解できる。この-1mから-2mのラインは、旧海岸線の可能性を示しているの

ではないだろうか。このラインが遺跡の活動時の旧海岸線であるとするならば、現在の標高 1m前後

で轟式・曽畑式土器の時代の遺跡が多いのも領けるであろう。(福田)

註1 渡遺康行は，県内の遺跡の状況から，早期中葉から終末にかけて海進があったのではないかと日頃から説い

ている。つまり鷹島の縄文早期中葉の土器が-25mから出土したことから早期中葉以降に急激な海進があり，玖

島城跡の早期終末の土器段階までには海退したとするのである。したがって伊木力遺跡でドングリピットが 1m 

で検出されでもなんら不自然ではないとし，大村湾には早期中葉以降に一時海水が流入し，早期終末から前期に

は海退していたとするのである。

長岡信治・横山祐典・前田保夫・中田正夫・奥野純一1995r長崎県大中4湾南岸，伊木力遺跡周辺の沖積層と海面変化」

『長崎大学教育学部自然科学研究報告j第53号

長岡信治・横山祐典・中田正夫・前回保夫1997r五島列島福江島における完新世海面変化と水中縄文遺跡の成因」

『長崎大学教育学部自然科学研究報告』第56号

長岡信治1998r第二章第一節 長崎県の地質と地形J r原始・古代の長崎県』通史編長崎県

中田正夫1995r 5 最終氷期以降の海水準変動J r古代の環境と考古学』古今書院

前田保夫1995r 6 最終氷期以降の海洋環境の変遷J r古代の環境と考古学』古今書院

ノ¥イドロ・アイソスタシー，氷河性海水準変動については，長崎大学教育学部助教授，長岡信治氏に文献等を紹

介していただいた。記して感謝する。
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第4節出土遺物

遺跡からは、多量の土器が出土した。出土は特に調査区の A"-日・ 1"-10列に多く出土する傾向に

あった。この列は、やや標高が高い小丘陵が海側に延びる地域で、当時も微高地で、あった可能性が高

い。この地域から西側では遺物の出土量は極端に減少するが、阿高式系土器など後期の土器が出土す

る傾向にある。さらに西側では弥生土器や土師器も出土しており、時代によってこの地域でも土地利

用の在り方が相違していたことが理解できる出土状況であった。

出土した土器は、轟式・曽畑式・船元式・阿高式・中津式などの縄文土器を中心に弥生土器・土師

器・須恵器が少量ながら出土している。この中でも遺物の主体は曽畑式土器で、次いで、阿高式系土器

の出土量が多い。曽畑式土器と阿高式系土器の時期の西北九州は、海岸部に遺跡を構えることが多く

見られ、海との関わりが非常に高かったことが知られている。

1 .土器

縄文土器を中心に多量に出土した。出土した土器の分類については第 I"-第百群に分類した。第 I

群~第四群の土器については次の分類を基準とした。特に曽畑式土器については，滑石を含むか含ま

ないかでE群とN群に分類した。

第 I群轟B式土器

第E群 いわゆるプロト曽畑

第E群 (滑石を含む曽畑式土器)

1類 曽 畑 I式土器

2類 曽 畑E式新段階

第N群 (滑石を含まない曽畑式土器)曽畑E式土器

第V群 船元式・春日式・並木式土器

第VI群 阿高式系土器・中津式土器

第四群 その他の縄文土器

第四群 弥生土器・土師器・須恵器

(1 ) 第 I群 (第9図1"'18)施文として微隆帯・隆帯を数条器面に貼り付けるもの，微隆帯を垂下

させるもの。隆帯上に刺突を入れるものなどがある。胴部は直線状と屈曲タイプとに分類される。

1・2は条痕地に断面三角形の隆帯を横走させるもので， 2は隆帯をみみずばれ状につまみ上げた

後，隆帯上に指状のものでの圧痕がある。 3"-7はつまみ上げによる隆帯を垂下，あるいは横走させ

る一群である。 8はナデによって隆起させた上に，右から左方向に刻み目を連続させる。内面は貝殻

条痕で，外面は刻み目開は丁寧なナデ調整が残る。他が黒灰色から暗灰色を呈するのに対し，黄灰白

色を呈し異色である。器壁は薄く，胴部は直行する。 9・12は口縁部から垂下させた隆帯上に刻み目

を入れるタイプである。 9は口唇部から細い隆帯を数本垂下させ，そのうちの 1本は長く，器体を4

分割するものか。他は短い隆帯を等間隔に垂下させる。 13は緩い波状口縁に平行する 2本の隆帯上に

刻み目を入れ，その直下にボタン状突起を貼り付けている。黒褐色を呈し，石英粒を多く含む。 10・

11・14"-16は胴部屈曲タイプのもので，隆帯上に刻み告を入れ，隆帯をIR画として細沈練とナデ調整

が分離している。 16は屈曲部上部は黒褐色，下部は灰褐色を呈し，上部に斜めに隆帯を貼り付け，
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選苧f 10cm 。

出土土器①(s = 1 /3) 第9図

この屈曲部の内面に明瞭な粘土帯が観察される。 17は外面縦の条痕で調整屈曲部も隆帯を貼り付け，

した上に，間隔を空けて横方向の短沈線を縦に垂下させる。内面は粗い条痕調整後，指調整をおこな

う。条痕が縦であることや，器面の横線など異質な感があるが轟式土器の範曙で扱ったが，短沈線を

曽畑Eの区画帯として捉えるならば，新しい位置付けも可能と思われる。

(第10圏 -19~32) 轟式土器と曽畑の中間形態と思われるもので，タト面に締沈線を横走第E群(2) 

させることを基本とする。横走する沈線開に斜走・弧線文を施文するもの19~21 ・ 27 ・ 28 と，沈線を

格子目状に施文するタイプ29~32がある。 19~28は滑石を多量に含み，器壁は薄く焼成は良好である。

また， 29~32は滑石は微量か混入せず，金雲母や石英粒が目立つなど，胎土からするとかなり相違す

ただし，細沈線での施文や，深堀遺跡

の第E群の土器にも同様な施文をおこなうものがあることなどから曽畑先行タイプとして第E群に含

ることから，曽畑式土器に先行するかどうかは定かで、はない。

めた。 27・28は沈線を円弧状に施文するタイプで，いわゆる野口タイプに近似する資料である。水ノ

とし，曽畑 I式の江は伊木力遺跡、出土のこの手の資料について「区画→充填の定型的施文パターンJ
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段階に含めている (1990水ノ江)。本資料も野口遺跡出土のものより後出と考えたが円弧文という特徴

から E群に含めた。

白) 第E群 (第10"'12図ー33"'78)滑石の入る曽畑式土器を第E群とした。特に曽畑E式を主体と

するもので，出土量も本遺跡での主体となる一群である。曽畑 I式を 1類，曽畑E式となるものを 2

類として扱った。 2類はほとんどが水ノ江編年の曽畑E式の新段階と思われる。 2類については文様

構成から A~F類までに細分した。破片資料が多いため細分については部分的なもので判断する以外

になく，断片的な部分も多々ある。なお，第E群の曽畑分類については水ノ江編年を参考とする。

1類 (第10図-33)胴部資料で，上下に横走する細沈線により区画し，区画帯に菱形・斜走文を

棒状工具により施文する。曽畑 I式の範曜に入るものと考えられるが，曽畑 I式と考えら

れる資料はこの 1点のみである。

2類 (第10"'12図-24"'78)文様として，横走・斜走・列点・刺突・三角文などで構成される一

群。区画帯や内部の文様がやや崩れ，曽畑 E式の範曙に入るものと考えられる一群である。

滑石を多量に含み，内部調整はへラ・板状工具等により調整後，ナデ調整をおこなうこと

が一般的である。施文の在り方から更に A~F に細分した。

A (第10図-36"'38)下からの刺突によって羽状文を施文するものと，短沈線によって羽

状文・矢羽文を施文するもの。 36は焼成良好で外面茶褐色，内面暗茶色を呈し，施文は下

方向から角張った棒状施文具によって矢羽状に連続して縦位に施文する区画帯と，その横

に横位の沈線を縦に連続施文するものとに区画される。大粒の金雲母片を混入。

B (第10図-34・39・40)列点文・平行沈線・三角文・菱形文などで構成される一群。

39は，胴部資料ではあるが，上部の平行沈線下に斜走する沈線によって菱形状に施文する

が， 33のように整然とした施文ではなく，縦位の沈線内に×を施文し， xに並行させて沈

線を施文している。 40などは， 2条の縦位沈線により区画している。この区画内の×の周

囲に並行して斜線文を施文する。

c (第10図ー35・41.第11図-42"'50)斜走する沈線の組み合わせにより，三角形を腕部

中央の主体的な文様とする一群。

35は，捧状工具により上部から列点文・横線・三角文・沈線で構成される。 4本沈娘に

より区画しているが，内部の三角文は上部では正確に施文され，中部から下部は構成が乱

れている。口縁部はやや開き気味になる。 41~50は， 1尤線による区画はあるものの，整然

とした区画ではなくなっている。これらの資料は，胴部資料が多く，口縁部については定

かではないが， 35の資料を見るならば上部に棒状主具による 3列の列点文→押引き→斜走

文となる。内面上部には列点文，口唇部に斜めの刻みを施文している。第12図-61などは

間隔があいた平行沈親上に，これも間隔があいた斜走沈線を施文するだけで簡素化され，

手抜きの方向にある。すべて深鉢になるが， 48は壷状の形態になる。

D (第11図-51"'59) Cの上部にあたるものかもしれないが，一応列点文を上部に施文し，

その直下に 2重の山形沈線を区画の一部としたものを挙げた。 51""57は列点文とその直下

には匿画帯となる横走する沈線上に 2状の斜行文で山形とするタイプである。 56について

はこの中でも文様による区画がはっきりしており，下部に斜走沈線がみられることから，

n
6
 

1
s
i
 



WOOL 0 

tヤi!



円。ハU

図II露 (8/ l二S)②醤芋芋用

69: : 
。 WOOL 

.t;j!.F.mn!司，
e 宅ii:bL占訟、 J、ミー;:-:;"，lA;t:賀"，い<，
h三、..:-ぃ.二"-'-:"'-~嶋崎:!;"口
、。九~~1. .~.~，v，. ，同γ耳、...-..:_.'

え.\-;'..'.~;i:;_:.'ユ;:..-'+. 司令子
t
r
'_:7 -~'>..，Ç"-二可哩‘白~

-J;:.J...~r--:--~伺ぺ，，~\'/}.t.~i可

Jd予ヰマごい;J榊的 .=.: え号令'‘JC.OW' ...... レ-

日目、r-.・1‘

hagfqff主主、:・

門~-~~~.~\. '，!:;干
{ I 、二ι日.'.:.~卦lヴす、
11 刊，ザ'_".-シ斗吋司;:_:~ _' 必7'..... 

υ hJ!.:@一;<iむ[，:1.訟".で心:九込‘j五;
II い，吋，..、._温，.μと-.子ぷτ: 

!I ，Y此守-{i~叡:訴司悶;戸手向E九t叫~:.:戸1字L凶、k正正. 
工μj:;~t待守匂fトム浄外州込、:{;'訂句￡ぷが守?引‘ 1~，叫毛い六対~~~涌 円 、y_一一叫.、}一ザ引♂円t吋噌勧ν智叩.，君守(一4、v

F ，~ ~靖

ん
い
パ

υ
μ
N
U一

.~S;~ぶミ玄宝ミミ

61> 

~9 ! i 
I I ，-<，会仏
'J ~' ... ':")ゐω
一一門戸"

j υl 芯γ品右主子勺古古玖，ミLh主ももι写与h一、勘

(1 I 'a. ¥';九一.，...!."もな士、
I I 1"-，^\'~ヨ~;:'~'.2A-~l;

庁、冷溺r-

09 n ...~ 

U1嚇ぬ IJ、"lJf~Jllii弘、し

“ 

h
v
 

na
 

L1> 

--'.~..，/，吉川♂，~・--_. 
~>l':"号I立、';::.い.J•. ~(.:;.ぺ君、

.:: '5~設がw謡史ρ-!!.?欠か:、いぐ:い. ~.・....'~、.":.... ，..，… 4 …一一ーι'.:'..'

t!:C/.;";~ ':;令舟cγ~~:~i~，(，tf~元い:~~.，>>.i~)~、t.. :':::: ")~. 

月争入会:!?主JI守~;~\;~"~\~~ìlii 

乍いに'~';:0~:~~~';;~ i~':L:り\.;γ:~;qA.f.~l/\うJ41パ~~/./d / 
-，リ'~i芦~'K.~'γ久子.~~~~}:::H'一ず4;/，:'ぷ川、子。'/~'γ 

二ジ;子、~、--"止片勾ミ弓む~;'〆:~γ持凶1子fl:i'、\、J、つ:な1';:ノ，〆γt~//久牛J
d 

1究γJ乙ごtF与';".:;，:'勺..:正，';jゾ;之プζ乙二二_ZJC上川h守侃て、式治1~‘ 

、4ヲ~;_.:，:.~人.. アλ吋"、ザJゐ守む←戸コ立ニjよ::~..口口r寸下弘1
r 

、i
'" 句ぷ:--.，"，:';ド，.. 叫、τzゴ'"ザFでFれ，↑;.，:;'.π7"'~‘"， 

.，‘ 可，，;-':1.'r♂~:-... 汽l'-::.!~♂守雪ペ~， 

」えλ~.;ト、;ν
-引，.一一~"A~.' 

7.17 
817 

れ匂::;，..，九

戸学J引き:~::}~冶
4142F71itJJ 1¥ ¥¥ ¥;川内i¥;' ~'-~ \~)ノ')'/'，1
~j ~~~_\/l~， ll~ 
~)1: :~/~~~.司



~
 

ji i
定 志

3 1 1 1当 ベ は ほ 一 行 花 法 下 一 戸 主: i 1 i j 1 J 1 1  

ミ ド v kれ れ 1 5 2 2』 6 1 1

ご haい け パ 九 : 1 1 4 い 認 可 円 同 E L J

: ; ー ー ;: i l l j

ー

ミ J j u n - - 2 3 n n H信 託 行 ι

ミ 手 M A J t h h J A Mげ 仲 町 - 4 u 勺

』 』 J 3 M r h h h d -炉 一 y I 1 4い H H 1 H

ミ F E H 4 之 h nぃ r a， e p J K L J 、

、 h r w / J e r 仁こ L h h れ ど i l

田 吋

Ai
ii
jj
 

''
':
~~
'と
処I
'H

，;i
:J

ν2
 

31i
f;1
1 

-
"
j
j
 
fj 

fI
E 総

ぷ
判
明
言
12

持
率
詰
〈
24
1
執

巧
A
q
l
f
i
S
μ
 

抽 選
f 一

。:
二「
ー一
一一
一

τ
二
三
ミ
~

。
，

~:'
1If

..，
 

.
 ...~:
.二;:

.~I
~~1

lf
 lt
~~
 

.:'
~~~

!~~
r:?
討

~j
1

 ~:~
~ 

ff_
~~ i1

話l
E
J1f 
pf 
f.jj

 
j，.
:(
:3
t~
~
反~
~~

~1
 ~
主
;i

:'
~

~'
~f

~1
}f

~~吉
宗
:
可'

f:~
:}，

{i
í:
~・

9~
:

!:
;r

'i.
;Ç.

'E;
;，f

æt
l"
"'
:~
:~
ム

:，;
'I
~

W
 

之
内
タ
位
;~

l~
'
川
町

，.
.;
;;
:1.
. '

・
?
ゴ
:
二
三
点

空
襲
璽
翠
遺
接
持
翠
f託

児
き
島
暴
言
13
?5
5i
51

F
命、

.~
~~
:
~
~
 (， 
t:.'. 

干 一 端 ~
J:
と

こ
ミ

ミ
ゴ

段 目 、 Z M V H 型 地 グ ノ 雷 弔

.~
ギ~

r~' 
I

 
~~ 

~} 
~Ò~

. 

i}，~
i'ま

iF
ij

ij
il

i3
5b

~-
ø恵

子宮
[H

"，i
V主

~.r
.~~

't~
 ~;

H~
 ~~

\\
~l

 ~\
ll~

.~す
~~~，

~~ •. :. 
i~ ~
制

i~
還す
~;
f~
~

で
~
-
た
;
主
話
、t
m'
.i
宇
Jぷ
同
き
ト

\
十
よ

;"，
;:~

v:
:.
'誌
が
〆

，.
.バ

N
-.

-:
'.

.~
τJ

 

ジ
ヴ

1
fi
ij
" 

i場

認
i!33

輔 己 図 E H H 鞠 @ ( ω リ ↓ ¥ ω )

N
 

ト
A

ョ
ー
と
こ
こ
こ
ご
玄
-
-

ド
ピ
ミ
ご
コ
"
-

。 4 0 0『 d J



曽畑耳式古段階に置くことも考えられる。

E (第12圏一61"'67) Dの2重の山形沈線が胴部で間延びしたものと，横走沈線のみで構成

される一群である。区画帯がなくなり，沈椋のみで構成される。口縁部が外反し，口唇部に

列点，内面に横走する沈線を施文する。曽畑式土器段階でも新しい段階のものと考える。 71

などは，縦の2重沈静くを一つの単位とするなど退化傾向にある。また， 72も区画がなくなり，

口縁部がやや鋭く屈曲する。ほとんどの資料の口縁部が，緩やかに開くのに対し，このよう

な特徴をもっ口縁部資料はこの 1点のみである。

F (第12図-76"'78)縦の沈線による区画があるもの。横位沈線を充填させるもの。

77は3本の沈線を垂下させた後，その沈線上に S状の沈線を垂下させ，左右には横の沈

線を充填する。

(制 第W群(第13"'14函-79"'118)滑石を含まないが明らかに施文が曽畑式土器の系譜上にあると思

われる土器群を挙げた。いわゆる水ノ江編年における曽畑E式の範障に入るものと思われる。第N群

は，さらに内面に条痕を施す1類，内外面条痕の 2類，外面のみ条痕の 3類，条痕による調整が無い

かナデ消す4類に細分した。第N群の土器は，胎土に滑石をほとんど混入しないが，混入しでも微量

である。胎土中の主体となる鉱物は，長石・角関石・石英で，調整は，ナデ調整や条痕となる。施文

は多様で，幾っかに分類で、きるものと思われるが，今回は，内外面の調整方法で 1~5 類に分類した。

1類 (第13函ー79"'86)内面条痕調整をするもので，文様形態は様々である。

79は波状口縁になるもので，器体の上部に矢羽状の施文を短沈線でおこない，内面は丁

寧な貝殻条痕である。波頂部は4つあるものと思われ，諌早市浜田遺跡出土の曽畑式土器

と同じ系統のものであろう。 81は細沈線により 2段の三角文を施文し，内面は条痕を地紋

とし，条痕の上に縦方向の細沈線上を施文。口縁部が外反することなどは，曽畑E式の新

段階の踏襲であろう。 84は，口縁部が外反し，上部は短沈線を横方向に，腕部は縦方向に

施文する。内面の上部に横方向の短沈線を施文する。内面は条痕調整の上に指頭圧痕の凹

凸が見られる。 85・86は黒褐色を呈し， 85は上部に短沈線，下部に縦の条痕状の細沈線を

施文する。これを区画する刺突列点文が特徴的である。 86は刺突列点を縦横に施文するこ

とによって文様としている。

2類 (第13"'15図-87"'97・101"'103)内外面とも条痕や押引きにより調整をおこなうもので，

器面は細沈線・刺突・押引きにより文様を構成する。轟D式・尾田式土器なども含む。

87~94は轟 D 式の一群である。外国に 2~数本の単位条痕を施文し，内面にも横方向の

丁寧な条槙をほどこす。特に88は外面の縦横の条痕地に 2本単位の沈線を入れ，轟D式の

特徴をよく備えている。

92~94は尾田式を挙げた。漆黒色から灰白色を呈し，器面に貝殻による条痕や押引き文

を施文する。胎土は砂っぽい。

95は外面を横走する条痕で調整後，浅い沈線を斜走させる。内面は員殻条痕で丁寧に調

整し，上部に4条の短沈線を入れる。口唇部にも沈線を巡らせている。区画帯などは省略

され，新しい様相をもっ。曽畑式土器の伝統上にあるが，口縁部を肥厚させるなど，曽畑

にはない要素も備えている。また，口径40cm以上となり，大型化する。
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第 14図出土土器⑥(s = 1 /3) 
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第 16図出土土器⑧ (8二 1/3) 

96"-'98は同一個体である。波状口縁を呈し，口唇部と屈曲部に棒状の施文具で刺突連点

文を施文し，その間に折帯文を施文。胴部は内外面貝殻条痕である。器壁が分厚く特に口

縁部が肥厚することを特徴とする。胴部は丸みを帯びており丸底になるものと思われる。

波状口縁ということや，施文の部位は79に近似する。

3類 (第14図-99"-'100， 15図-104)内外面条痕のみで，外面に文様を持たないもの。キメの細

かい貝殻条痕での調整をおこなう。器壁は薄く，口唇部が先細りのものと平坦になるもの

とがある。 101は表裏にカーボンがびっしり付着し，漆黒色を呈しているため本来の胎土が

観察できないとともに，底部のみで上部に施文の可能性もある。丸平底を呈する。

4類 (第15圏一102・103，105"-'107， 110)外面に縦あるいは斜め方向に条痕で調整後，平行沈線

や細沈線で施文する一群。数的には少ない。内面に刺突列点や，沈線を施文する。 110は，

カーボンが付着し黒褐色を呈する。斜めの条痕を施した後，縦の短沈線を区画として横に

沈線を施文する。内面も間隔が広い長めの沈線を施文。口唇部に列点を施すなど曽畑 E式

の系統を引くが，施文の在り方や，直径が40cm大を測ると思われ，曽畑E式での土器の大

型化の傾向を備えていると言っていいだろう。
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第 17国出土土器⑨ (s= 1 /3) 

5類 (第15図-108・109，111......118)内外面ナデ調整のもので，内外面に浅い沈線で文様を施文

することを特徴とする。内面には平行沈線・列点文を，口唇部にも列点文を施文する。

115は，胴部に施文した後に口縁部に平行沈線を入れ，内面の上部に平行沈線によって，

逆三角形の文様を作りだしている。 116は外面に細かな条痕状の調整が残るが，内面は了寧

なナデ調整をおこなう。上部の羽状文と網部の縦位の平行沈線との区画の横線を最後に入

れるなど区画帯自体が形骸化したものとなっている。

(5) 曽畑式土器底部(第16図-119......129)

曽畑式土器の底部は18点確認した。曽畑式土器の全体の出土量から考えると残存率はかなり低いも

のとなっている。 119~123は底部頂から蜘昧の巣状に施文するもので，特に119は縦の沈線を入れて区

画帯としている。 120は×状の沈線を底頂部にいれるが，区画帯としての沈線は入れず，周りの沈線も

短沈線となり整然とした割付けはなされていない。また，他の資料に比べ平底気味である。他の資料

についても，縦の割付は省略されたものが多い。第W群の底部に相当すると思われるものは， 129の赤

褐色のもので，内外面条痕で尖底状の丸底のものである。 滑石を混入しないことや，曽畑式土器の底

部よりも尖っている点などから第N群に近いと思われ，胎土などから第15図-101により近いと考えら

れる。

ウ

iつω



6.第V群 (第17図 -130~138，第18図 -139~142) 中期の土器を示した。船元式・春日式・並木

式までをこの範時で扱ったが，点数的には少数であった。

(1 ) 船元式土器 (第17図ー130~138)

全体形を復元できるものの出土はないが，口縁部・胴部の好資料が出土している。 130は，キヤ

リパー形を呈し， 6~8 つの波頂部をもっ。波頂部は粘土を一段高く付け，上部に刺突をおこな

う。波頂部直下から隆需を垂下させ，途中から V字状に隆帯を貼り付ける。口縁部にも同様に隆

帯を貼り付け隆帯上には貝殻の背を押しつけて施文している。地紋は， LRの単節縄文を斜めに施

文する。内面は条痕が一部に観察されるが，ナデ整形によって消されている。 131は，外面に縄文

を真横に転がし，内面は，粘土を折り返して肥厚させた部分に斜めに縄文を施文している。器形

的には， 133と同様である。 134は130と同様の波状口縁であるが，隆帯貼り付けが無く，内面にも

縄文を施文する。縄文は他に比べ粗い。その他は胴部片で内面はナデ調整をおこなう。

(2) 春日式土器 (第18図ー139・140)

2点確認した。 139は波状口縁に降帯を貼り付けて垂下させ，隆害上に列点を入れ，その左右に

3本の沈線をいれる。波状部は内面側に袋状に作り出している。 140も波状口縁で，内外面条痕地

にタト面には沈線で弧線状に施文。

(3) 並木式土器 (第18園ー141・142)

4点出土し， 2点を図化した。 141は器面ナデ調整後に押引文で文様を施文しており，口唇部に

も刻みを入れている。 142は並行する 2本単位の押引文の開を指でなでている。田中のいう並木 I

式と E式である(田中1981)。

7.第四群 (第18函 -143~158 ・ 161 ~165) 阿高式系土器・中津式土器を扱った。阿高式系土器は

曽畑式土器に次いで出土量が多い。阿高式土器は田中分類の阿高 1. II式が大勢を占める。阿高式系

土器の中では県内では坂の下式土器の出土が群を抜いて多く，同高 1. II式の出土は極めて少ない。

本遺跡では阿高E式が比較的多い。明確な坂の下式は数点のみである。中津式土器は，中津H式の段

階のもので，九州最西端出土資料である。

(1 ) 阿高式系土器(第18図 -143~156， 19図-161~165 ・ 167~173)

143~155は太形凹線を口縁部から胴部にまで施文するもので，横線や曲線を施文する。 143は直

径14cmの小型の深鉢で，口縁部を肥厚させた部分に縦の凹線を垂下させ，胴部には曲線文を施文

する。 2段の文様の配量が意図されているもので，阿高 I式に相当すると考えられる。 144は，胴

部に雷文状に太形田線で施文した壷状の器形のものである。内面は指頭圧痕が顕著に残る。富江

町の宮下貝塚・佐賀県の徳蔵谷遺跡等で同様の器形が確認されているが，量的には少ない資料で

ある。

162~164は阿高式系土器の粗製土器で，内外面カーボンの付着が多く漆黒色を呈する。口縁部

を指頭圧痕や刻みによって波状にすることを特徴とする。 165については，胎土が灰白色を呈して

おり，あるいは並木式の範曜のものかも知れない。

(2) 中津式土器 (第四図ー157・158)

口縁部がキャリパー状を呈し，波状口縁となる。明茶褐色で外面は縄文を地紋とし，沈線で区

画した中をナデ調整する。内面は巻き貝による器面調整を丁寧におこなう。胎土・焼成非常に良

n
むつ凸
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好で，堅致である。中津式土器は県下では諌早市の有喜貝塚に出土例があるが、それ以西で出土

したことに大きな意義を持つ。

8.第四群 その他の土器(第18図159 ・ 160 ・ 19函 -174~177)

159は，文様の構成が韓国の櫛目文土器に類似する資料である。底部から胴部にかけての資料と

胴部片3点の計4点が出土した。外面は赤褐色，内面は暗褐色を呈する。焼成は不良でもろく，

胎土は金雲母・長石・角閃石で構成され，滑石は含まない。施文は胴部に 3本の沈線を垂下させ，

これによって胴部を 4分割する。この垂下した沈線内は左右から矢羽状に沈線で施文している。

区画帯左右には沈線によって鋸歯文を交互に施文する。また，鋸歯文間のナデ整形の部分には整

形後，ヘラ削りをおこなうことを最大の特徴とする。高台は円盤状高台であったものと思われ，

高台の上に胴部を直接乗せた形で接合したことが接合面の状況からわかる。

175・176は灰白色を呈し，口縁部のみに施文するタイプのものである。口縁部を肥厚させてい

ることから縁帯文土器の一群に入ると思われるが，施文は曽畑的な感がある。口縁部の肥厚や，

胎土などは北久根山式土器に類似することから，ここでは一応後期の土器としておく。

177は酉平式土器の屈曲部である。本遺跡ではこの 1点のみの出土しかない。その他晩期の粗製

土器片等も出土しているが，他に比べ量的に少ない。したがって，本遺跡は縄文前期から後期前

葉までは主体的に使用されていたが，後期中葉以降は積極的な利用はなかったことが言える。

(福田)
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2.弥生時代から古代にかけての遺物(第20図)

1は逆L字状を呈する護口縁部片で橋口編年Killa式併行期の特徴を持つ。口縁部外面は強いヨコ

ナデ調整が施される。 (A48区E層)

2 は口縁端部を内面に折り込む審口縁部片で布留式古段階併行期の特徴を持つ。外面には 7~8本/

1.4cm単位のヨコ昂IJ毛調整のあとヨコナデ調整が施される。 (F9区E層) 3も口縁端部を内面に折り込

む翠胴肩部以上である。口縁部は内傾しながら立ち上がり，頚部以下は内面へラケズリにより約4mm

の器厚となる。 (F9区E層) 4は外面に波状沈線を施した奮胴部片で，二重口縁部をもっ番と思われ

る。頚部以下は外面斜位の刷毛調整，内面はへラケズリにより約4mmの器厚となる。 (F9区E層)

5は緩く内傾して立ち上がる蕎口縁部片で，布留式新段階の特徴を持つo (F10区E層) 6は口縁端

部上面が水平となる肇口縁部片で，布留式新段階の特徴を持つ。 (G10区E層) 7は外面に細かい刷毛

調整を施し護腕部片で，布留式古段階併行期であろう。内面はヘラケズリのあと丁寧になでられてお

り，約 4~5mmの器厚となる。 (G10区 E 層) 8は外面にタタキによる工具痕が残る護胴部下半片で，

布留式古段階以前の特徴を持つ。内面は丁寧にへラケズリを施しているが，約7mmの器厚となり庄内

併行期のものとは相違する。 (G10区E層) 9は口縁部がくの宇に開く聾頚部付近で，布留式古段階の

特徴を持つ。外面は斜位の刷毛調整，内面はへラケズリを施し，約4mmの器厚となる。 (A46区E層)

10は脚部が円錐形に開く器台脚部片で，布留式古段階の特徴を持つ。脚部と台部の接合はソケット

式で，外面は丁寧なナデ，内面はヘラケズリにより調整される。 (E9区E層)11は直立する口縁部を

もっ奮口縁部片で，布留式古段階の特徴を持つ。外面には斜位の刷毛が施され，口縁端部がヨコナデ

によりおさめられる。 (A46区E層)12はくの字に開く口縁部をもっ奮口縁部片で端部は外反し，布留

式新段階の特徴を持つ。 (E10区E層)

13は扇平なつまみを持つ須恵器蓋で， 口縁部端部は短く折り曲げている。牛頚窯跡群編年では四期

の特徴を持ち， 8世紀中頃以降の所産であろう。 (843区E層)14は端部が外反する高台を持つ須恵器

部で，牛頚窯跡群編年では四期以降の特徴を持ち， 8世紀前半代の所産であろう。 (8431&1I層)

15は内面に布目痕を持つ円筒状の土器片に復元でき，玄界灘式製塩土器第2類である。石英粒・白

色粒・黒色粒などを含む比較的キメの細かい胎土で，器壁が犀く焼成が良い。 (845区E層)16も玄界

灘式製塩土器第2類であり，底部に当たる。 15と同様な胎土であり，焼成がよく内面側は赤くよく焼

き締まっている。 (842毘E層)

17は厚手の須恵器室胴部中位以下である。中位以上に自然軸がかかり，外面は平行タタキのあとに

細い沈線が巡り，内面は青海波の当て具痕跡と沈線を施した際の擦痕が残る。 (844区E層)18は薄手

の須恵器室胴部片である。外面は刷毛調整，内面はナデ調整がみられる。 (844区E層)19は外面格子

日夕タキ，内面平行当て具痕が残る須恵器蓋片である。 (C26区E層)20は須恵器審胴部片で，外面は

ナデ調整である。 (844区E層)21は土錘であり，残存部で約80グラムを測る。 (G10区E層)

(竹中)
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異物 出土 層 色 調 焼 部
胎 土

施文・処理 炭化物 粘土
接合 備考

番号 地区 位 外面 内面 生 位 外 面 内面 ロ唇部 外面内面 手持

1 C6 3 黒褐色 黒褐色 不良腕部 石英・長石・雲母・角閃石 張り付け隆帯 条痕・ナデ 。。 轟

2 G9 2 黒褐色 灰白色 良好』同部 長石・角閃石 条痕・微隆起・ナデ 条痕 。 。 轟B

3 A18 3 灰茶褐色 灰茶褐色 不良 胸部 石英・長石・砂粒 微隆線・条痕 条痕 。 轟

4 E13 3 暗茶褐色 暗茶褐色 不良 ロ縁 石英・長石・角閃石 条痕・ナテ・微隆帯 条痕 轟

5 17 3 暗茶褐色 黒褐色 良好腕部 s:石・石英・角関石 条痕・微隆起 条痕 。。 轟

6 B16 3 茶褐色 灰茶褐色 良好胴部 石英・長石・角閃石・砂粒 微隆線・条痕 条痕 。 轟

7 17 3 暗茶褐色 黒褐色 良好胸部 石英・長石・角閃石・砂粒 微隆線・条痕 条痕 轟

8 C2 3 灰白色 灰白色 良好腕部 石英・長石・雲母 微筏線上に列点文 条痕・ナデ 。 轟

9 E10 3 暗灰色 灰白色 良好 ロ縁 長石・石英 微隆帯・刺突 条痕 。 轟B

10 A13 3 灰白色 灰白色 良好腕部 石英・長石・角閃石・砂粒 微降線(二段)・条痕 条痕 。 義

11 F10 3 情灰色 暗灰色 良好胸部 石英・角肉石・雲母・長石
縦位十横位沈線・径帯

条痕・ナデ 。。 轟
上に刻み

12 C2 3 暗褐色 暗灰色 良好 口縁 角関石・石英・長石・砂粒 微隆帯・刻み・条痕 条痕 。 。 轟

13 B8 2 灰黒色 暗茶褐色 良好 口縁 石英・長石・砂粒
微隆線(2条)・刻み・

条痕・ナデ 。。
円形突起 口縁

14 D13 3 灰白色 灰白色 不良 胸部 石英・長石
Jlil)突・刻み・絢沈船・

条痕 。 轟
微隆起・ナデ

15 F4 3 灰茶褐色 灰白色 良好 1岡部 角閃石・石英・雲母・砂粒 被t隆線・刻み・条痕 条痕 。 轟

16 AlO 2 黒褐色 灰白色 良好 胸部 多量の長石・角閃石 微隆帯・条痕 条痕 。 。内{項 轟B

17 B12 3 日昔;茶褐色 茶褐色 不良 腕部 雲母・長石・石英・砂粒 縦位条痕・短沈線
条痕・ナデ・指 。 轟?
押

18 B8 3 茶褐色 暗茶褐色 良好胸部 石英・長石・砂粒 隆帯・ナデ 条痕・ナデ 轟

19 A15 3 淡茶褐色 灰白色 良好 口縁 滑石・石英
機位十二角文の細沈

条痕・ナデ 。。曽姻
線・ナデ

20 A15 3 茶褐色 茶褐色 良好 口縁 滑石・角閃石・雲母
機位十三角の絢沈線・

ナデ 。 曽畑
ナデ

21 A14 3 灰白色 灰褐色 良好納部 滑石
横{立十円弧の級沈線・

ナデ 。。 曽畑
ナデ

22 A13 3 時茶褐色 灰白色 良好服部 滑石・石英・雲母 菱形細沈線 擦過痕・ナデ 。 。内!頃 曽畑

23 E4 3 日音茶褐色 灰白色 良好胸部 滑石・角閃石 横走綿沈線 ナデ 。 。内傾 曽畑

24 B16 3 暗褐色 茶褐色 良好腕部 滑石 浅い横位十斜走i土線 擦iJffJ痕・ナデ 。 。内傾 曽畑

25 E4 3 灰茶褐色 茶褐色 良好腕部 滑石 横位絢沈線 ナデ 。内傾 曽畑

26 F4 3 灰茶褐色 黄燈色 良好胸部 滑石(少量)・小磯 機走i土線 ナデ 。 。内傾 曽畑

27 D2 3 淡茶褐色 暗灰色 良好網部 滑石 連弧沈線 ナデ 。 。内傾 曽畑

28 C15 3 暗茶褐色 灰白色 良好腕部 多量の滑石・黒雲母・，}、磯 横位+波状沈線 ナテ・擦過痕 。 。内傾 曽畑

29 A14 3 暗茶褐色 碕茶褐色
やや

胸部 雲母・石英・長石 格子自の細沈線 ナデ
不良

30 A14 3 暗茶褐色 灰茶褐色
やや

胸部 長石・雲母・角閃石・石英 格子目の細沈線 ナテ
不良

31 ClO 3 淡茶褐色 灰白色
やや

胸部 長石・石英・角肉石・雲母
縦断田i土線・一条の横

ナデ
不良 位絢沈線

32 B8 3 茶褐色 茶褐色 良好腕部 長石・雲母・角閃石 格子目の絢i土線 ナデ

33 B17 3 暗茶褐色 茶褐色 良好腕部 滑石 縦位+横位+斜走沈線 擦過痕・ナデ 。内傾 曽畑

34 A13 3 時茶褐色 暗茶褐色 良好 鋼部 滑石・金雲母・長石
菱形+様{立+縦位の沈 機過痕・ナデ・ 。 曽畑
線 指押さえ

35 D16 3 暗茶褐色 灰褐色 良好胸部 滑石・雲母・長石・小磯 横位+斜行沈線 ナデ・指押さえ 列点文 。。。内傾 曽畑

36 F4 3 5音茶褐色 茶褐色 良好胸部 滑石 車Ij突綾杉文・後走it線 ナデ 。 。内傾 曽畑

37 C6 3 淡茶褐色 灰褐色 良好胸部 滑石・黒雲母 斜走短i土線 ナテ 。 。内傾 曽畑

38 A14 3 明茶褐色 灰褐色 良好胸部 滑石・長石・石英 斜行沈線 擦過痕・ナデ 。 曽畑

39 B17 3 淡黒褐色 茶褐色 良好腕部 滑石・長石・雲母 機位+斜行+縦位抗議 ナデ 。 。内傾 曽畑

40 D9 3 淡黄土色 黄援色 良好胸部 滑石 横位+斜位+縦位j尤線 擦過調整・ナデ 。。。内(頃 曽畑

41 C12 3 淡黒褐色 灰茶褐色 良好 胸部 滑石・雲母 斜行十横位j尤線・市l突 擦i品痕・ナデ 。。。内傾 曽畑

表1 土器観察表①
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異物 出土 層 色 調 焼 部 施文・処理 炭化物 粘

番号 地区 位 生 イ立
胎 土

外 面 内 外面内菌
土 接合 備考

外函 内面 面 口唇部 帯

淡 灰 淡灰
ロ縁

縦位+横位沈線・42 E4 3 茶褐色 茶褐色
良好 滑石・石英・長石

列点文
条痕・ナデ 刻み 。 。 曽畑

1同部

43 C6 3 I~音茶褐色淡灰褐色 良好胴部 滑石・角肉石・長石 斜走山形+横位沈線 ナデ・擦過痕 。。。内傾 曽畑

44 A14 3 暗褐色 R音茶褐色 良好腕部 滑石・長石 山形+横位十縦位i尤線 ナデ 。内傾 曽畑

45 F4 3 暗灰色 暗灰色 良好 目岡部 滑石・小磯 斜走沈線 擦過・ナデ 。 。内傾 曽畑

46 E3 3 淡茶褐色 淡茶褐色 良好 口縁 粒子の粗い滑石 横位+斜行沈線 ナデ・車1)突 列点 。内傾 曽畑

47 A18 3 茶褐色 灰白色 良好胴部 滑石・多量の雲母・長石 山形+横位i尤線 条痕・ナテ 。内傾 曽姻

48 015 3 淡茶褐色 淡茶褐色 良好胴部 滑石 斜走山形沈線 ナデ 。内傾 曽畑

口縁 条痕
49 E3 3 灰茶褐色 灰褐色 良好 ~ 滑石・長石 斜行沈線 横{立短沈線 ナデ 。内傾 曽畑

胴部 指j甲

50 B8 3 茶褐色 茶褐色 良好 腕部 滑石・雲母 斜走+縦位沈線 ナデ 。内傾 曽畑

51 F4 3 茶褐色 明茶褐色 良好 納部 滑石 横位+斜走沈線・ナデ 条痕・ナデ 。 。内候 曽畑

52 G6 3 暗茶褐色 暗茶褐色 良好 口縁 滑石・長石 列点・横位十斜走i尤線 短沈線・ナデ 。。。内傾 曽畑

53 B17 3 淡茶褐色 淡茶褐色 良好 口縁 滑石・長石
列点文・横位+斜行沈 列点文・

刻日 。 。 曽畑
線 ナデ

54 A18 3 灰茶褐色 黄樫色 良好 ロ縁 滑石・長石
列点文・1黄位+手将il土

列点文・ナデ 刻み 。 。 曽畑
線

55 A2 2 灰茶褐色
淡灰茶t~

良好 口縁 滑石・黒雲母・長石
列点・1黄位+斜走+縦 2条の列点・

浅い刻み 。内傾 曽畑
色 佼沈線 条痕・ナテ

56 C8 3 淡茶褐色 淡茶褐色 良好 口縁 滑石・石英・雲母片
3条の列点文・横位+2条の列点文・

京IJみ 。 曽畑
縦伎十斜走i土線 条痕・ナデ

57 B8 3 灰黄色 淡茶褐色 良好 腕部 滑石・黒雲母 列点・横位十縦位沈線 ナテ 曽畑

58 B8 3 黄燈色 黄樫色 良好胸部 滑石・小磯 横!立沈線・車1)突 ナデ 。内傾 曽畑

59 G7 3 茶褐色 茶褐色 良好 柄部 滑石・金雲母 斜行+縦!立沈線 条痕・ナデ 。内傾 曽畑

口縁
3条の列点文・機位沈

60 17 3 暗灰色 稽灰色 良好 ~ 滑石・黒雲母 ナデ・列点文 .roJみ 。 。 曽畑
胸部

線

61 B8 3 淡茶褐色 灰白色 良好 ロ縁 滑石 横位十斜行沈線 ナデ 刻み 。。。 曽姻

4段の横位iむ線・
62 A16 3 明茶褐色 明茶褐色 良好 口縁 滑石・長石 横位+山形沈線 板状器具による 実1)目 。内傾 曽畑

調整痕

63 F5 3 明茶褐色 明茶褐色 良好 ロ縁 滑石 横伎十山形i土線 3段の短沈線・
刻目 。内候 曽畑

条痕

64 E3 3 灰茶褐色 淡茶褐色 良好 口縁 滑石・黒雲母 横位+斜走する沈線 横位沈線 実1)み 。 。内傾 曽畑

65 A18 3 暗灰色 淡茶褐色 良好 口縁 滑石・雲母 機位十斜走沈線
4条の横倒わ線・

刻み 。内傾 曽畑
ナデ

66 E13 3 淡茶褐色 茶褐色 良好 日縁 滑石・雲母 横位+斜行沈線 3条の車l探・ナデ 曽畑

67 B3 3 暗茶褐色 淡茶褐色 良好 腕部 滑石・黒雲母 被位十斜行i土線 ナデ・擦過痕 。 。 曽畑

68 D3 3 暗灰色 灰茶褐色 良好鋼部 滑石 縦伎十斜行沈線 ナデ 。 。 曽畑

69 A13 3 茶褐色 茶褐色 良好 口縁 滑石・雲母・小磯・石英 列点・横位+斜走i土線 ナデ 。内傾 曽畑

70 B20 3 f音黄澄色 淡茶褐色
やや

胸部 滑石・長石 横位十縦位+手W'tii尤線 3条の細沈線・ 。 。内傾 曽畑
不良 擦過痕・指;甲

71 A2 2 灰黄褐色 淡灰色 良好 口縁 滑石・雲母・角関石・長石
横位+2本単位の縦位

横位i土線 .ro)目 。 曽畑系?
沈線

72 F12 3 黒褐色 日昔茶褐色 良好 ロ縁 滑石・石英 横位+斜行の沈線 横位i土線・ナデ )(1)み 。。。内傾 曽畑系

73 A14 3 茶褐色 茶褐色 良好 口縁 滑石・石英・長石
3条の列点文・横(立短 列点文・横位短

主1)み 。 。 曽畑
沈線 沈線・ナテ

74 A14 3 灰黄色 淡茶褐色 良好 口縁 滑石 列点文 列点・横位沈線 .ro)み 曽畑

75 B3 3 灰白色 灰白色 良好 口縁 滑石 列点文 列点文・ナデ 実1)み 。内傾 曽畑

76 Bll 3 暗茶褐色 茶褐色 良好 胸部 滑石・雲母
積位+縦位+斜行する

ナデ 。 。内傾 曽畑
沈線

77 F10 3 明茶褐色 灰茶褐色 良好胸部 粗い滑石・黒雲母
S字状+横位十縦位の

曽畑
沈線

78 G6 3 茶褐色 灰茶褐色 良好胴部 滑石・黒雲母 横位+縦位沈線 ナデ 。。内傾 曽畑

表2 土器観察表②
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異物 出土 層 色 調 焼 部
胎 土

施文・処理 炭化物I粘土接合備考
番号 地区 位外蕗 内面 生 位 外 面 内 E 口唇部悌苗内岡帯

口縁
79 F5 3 時茶褐色 経茶褐色 不良 ~ 石英・小磯・長石

斜走+波状i尤線・斜走
fr.iJみ 。 曽畑・波

桐部
短i危線・ナデ 状口縁

80 B3 3 暗灰色 灰色 不良 1同部 角閃石・石英・長石 浅い矢羽状文 条痕・ナテ 。。。
口縁

条痕・ナテ・
81 H5 2 暗茶褐色 暗茶褐色 滑石(微量)・長石 斜走+横位細j土線 1(1]み 。 。 曽畑

胸部
絢沈線

82 F14 3 淡DZ.褐色 淡灰色 良好1同音11石英・長石 横{立沈線 条痕・ナデ 。 曽畑

83 C11 3 明茶褐色 暗1号色 良好 1同部 金雲母・石英・長石 機位+縦位沈線 条痕・指押 。。。 曽畑

口縁
多量の石英・長石・細かな 横位短i土線・

84 F5 3 暗茶褐色 淡茶褐色 不良 横{立+縦位の短沈線 短i土線 。 。 曽畑
腕部

雲母片 条痕・ナデ

85 D5 3 灰黒色 暗茶褐色 良好胸部 雲母・石英・長石
横位i尤線・列点・浅い

条痕縦位沈線

86 I7 3 黒褐色 暗褐色 良好 服部 石英・長石・雲母 刺突 条痕 。。
87 C6 3 時灰色 暗灰色 不良 口縁

雲母・砂粒・石英・長石・
2条単位のi土線 条痕・横位沈線 ナデ 。。 轟D

角閃石

口縁
列点文・波状十夜線 4条の横flliむ線・

88 H5 3 淡茶褐色淡茶褐色 良好 ~ 石英・長石・雲母
条痕 条痕・車IJ突

轟D
納部

89 E3 3 灰白色 時灰色 不良 口縁 長石・石英・角閃石
縦の条痕・浅い横位

条痕・横位沈線 京IJ日 。
i土線

90 E3 3 暗灰色 茶褐色 良好 口縁 石英・長石 横位沈線・縦凶器i尤線 条痕・ 1黄位沈線 沈線 。。。内傾 轟D?

91 F5 3 灰黒色 茶褐色 良好納部 雲母・長石・角関石・砂粒 数条の綿沈線 条痕・ナデ 。
92 G6 3 黒褐色 灰褐色 良好胸部 雲母片・石英・砂粒 i度状沈線上lこ幸41'Ti土線 条痕・ナデ 。 尾回

93 F5 3 黒褐色 時灰色 良好 1岡部 石英・雲母・長石 波状沈線上に斜行沈線 条痕・ナデ 。 尾田

94 Bl 3 暗灰色 暗灰色 良好 口縁 角閃石・石英・長石・砂粒 利突・条痕・ナデ
沈線・条痕・

尾田
押引き・ナデ

口縁
縦位+横位+斜行の

2つの補修
95 F4 3 暗茶褐色 暗茶褐色 不良 ~ 石英・長石・雲母片

沈線・指押さえ
条痕・短i土線 i尤線 。。。 孔・曽畑

納部 E 

96 09 3 灰黒色 灰色 良好 口縁
雲母・長石・石英・角関石・ 列点文・鋭い斜行細

条痕・ナデ 。 。 i皮状臼縁
砂粒 i土線

97 09 3 灰黒色 灰色 良好胴部
雲母・長石・石英・角関石・ 列点文・鋭い斜行細

条痕・ナデ 。 。
波状口縁一一」砂粒 j尤線

98 09 3 黄燈色 精灰色 良好胸部
砂粒・長石・雲母(微量)・

条痕・ 2条の列点文 条痕・指頭圧痕 。 。内傾 曽畑つ
石英

99 E14 3 灰茶褐色 灰白色 良好 口縁 石英・長石・角閃石 横走条痕に縦走条痕 条痕・口融日ナデ 。。内傾

服部 内外面多
100 G8 3 黒褐色 灰黒色 良好 ~ 雲母・石英・砂粒 条痕 教密な条痕 。。。内傾 量のカー

底部 ボン

101 G5 2 明茶褐色 明茶褐色 不良 胸部 長石・石英・雲母・砂粒 浅い縦伎十横位短沈線 条痕・ナデ・指1甲 。内傾 曽畑?

102 E4 3 暗灰褐色 灰褐色
やや

胸部 石英・長石・角関石 横位+斜走細沈線 条痕・ナデ 。。 曽畑
不良

103 A13 3 5音茶褐色 灰褐色 良好腕部 石英・雲母・長石 条痕土に縦位の縦士線 条痕 ナデ 。内傾

104 A1 3 灰褐色 有音灰褐色 良好 口縁 石英・長石・金雲母 指押・斜行条痕 横走条痕

105 B3 3 茶褐色 灰褐色 不良 口縁 角閃石・長石・砂粒・石英 横位沈線・刻み 2条の要IJ点文 車IJ突 曽畑

106 表採 暗灰色 時灰色 不良 口縁 長石・石英・角関石
条痕・列点文・浅い

列点・横位i土線 実1]み 。 曽畑系?横位j土線

107 A14 3 灰黄色 灰白色 不良 服部 雲母・長石・石英
有首位の条痕上に横位 。
の沈線

108 A6 3 時茶褐色 灰茶褐色 良好1同部 滑石 縦位+綾杉j土線 ナデ・指押 。 。内傾 曽畑

109 B3 3 暗灰色 灰茶褐色 良好 口縁 雲母・石英・長石 浅い横位沈線
浅い横位沈線・

刻み 。。。 曽畑
列点文

曽畑系?

110 G6 3 黒褐色 黒褐色 不良 口縁 石英・角閃石・雲母・長石
条痕・縦位の刺突・

ナデ 列点文 。。 。-カーボ
横位i土線・ナデ ンの付着

が著しい

III B3 3 黒褐色 灰褐色 不良 口縁 角閃石・石英・長石 浅い横!立沈線
横位i尤線.71J点

fr.iJみ 曽畑
文

表3 土器観察表③
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異物 出土 層 色 調 焼 部
胎 土

施文・処理 炭化物 粘土
接合 備考

番号 地区 位 外面 内面 生 位 外面 内面 口唇部 外面内面 帯

112 G6 3 黒灰色 暗灰色 不良 ロ縁 砂粒・雲母・長石・石英 横(白尤線・縦7の押引き 列紋・横位J梯 列点文 。。
113 黒褐色 灰褐色 不良腕部 雲母・長石・石英・角閃石 斜走沈線 ナデ 。 。内傾 曽畑

114 F8 3 官音黄樫色 暗黄燈色 不良 口縁
雲母(微量)・長石・砂粒・

横位細沈線・ナデ 斜行細上線+ナデ PJJみ 。 。
角閃石

115 H6 3 灰褐色 時褐色 良好 口縁 雲母片・長石・石英
上部に浅い横位沈線・

7条の洗練・ナデ 列点 。。
下位に山形沈線

116 G5 2 灰黒色 灰茶褐色 良好胴部 長石・石英・雲母 浅い綾杉it線・縦位i:t線 擦過・ナテ 。。。 曽畑?

117 G6 3 暗茶褐色 黒褐色 不良胴部 微量の滑石・長石 縦位十横位沈線 条痕・ナデ 。 曽畑

118 17 3 黒褐色 灰褐色 不良 口縁 石英・長石・微量の滑石 横位沈線 列点文 列点文 。 曽姻

119 F13 3 結茶褐色 茶褐色 良好 底部 滑石・長石 蜘妹の巣状のi土線 ナデ 。 。 曽畑

120 E3 3 黄土色 灰白色 不良 底部 滑石・長石 横位短i尤線 ナデ 曽畑

121 F9 3 暗茶褐色 黒褐色 良好底部 滑石・雲母 横位沈線 ナデ 曽畑

122 B3 3 ER茶褐色 灰茶褐色作ヰ不良 底部 滑石・雲母 横位沈線 ナデ 曽畑

123 C13 3 暗灰色 灰黒色 良好底部 滑石・雲母 横位十縦位i土線 条痕・ナデ 。 曽畑

124 D3 3 淡茶褐色 灰白色 良好底部 滑石・雲母 機位i土線 ナテ 。 曽畑

125 F10 3 1 ~音灰色 灰白色 良好底部 滑石・小磯 斜行十横伎沈線 ナデ 。 曽畑

126 C10 3 黄土色 灰白色 良好 底部 滑石・雲母 横位i土線 ナデ 。 曽:取

127 B3 3 灰白色 灰白色 良好底部 滑石・角閃石 1黄位短沈線 ナデ・指押さえ 。 。 曽畑

128 A14 3 暗茶褐色 茶褐色 良好 底部 滑石・雲母・長石・角関石 1黄走細沈線・ナデ ナデ 曽畑

129 B19 3 時茶褐色 淡茶褐色 不良 底部 長石・石英・雲母 沈線・ナデ 条痕・ナデ 。内(頃 丸底

130 C13 3 防灰茶褐在 淡灰褐色 不良 口縁 長石・石英・雲母・角閃石 経帯上に貝の圧痕・縄文 ナデ
張り付け 。内傾 波状口縁隆帯

131 A8 2 黒褐色 時灰色 良好 ロ縁 石英・長石・角関石・砂粒 縄文・へラナデ 縄文・ナデ 。 。 総元

132 A18 3 暗灰色 灰褐色 良好 網部 角関石・石英・長石・砂粒 刺突・ナデ 縄文・ナデ 船元

133 D6 3 黒褐色 暗灰色 良好 口縁 石英・長石・角閃石・砂粒 縄文・へラナデ 縄文・ナデ 。 。 船元

134 A5 2 暗灰色 灰褐色 不良 口縁 長石・石英・雲母 縄文・口縁直下ナデ 縄文・ナデ ナデ 。 波状口縁

135 B17 3 灰褐色 灰黄色 良好胸部 石英・長石・角関石 縄文・隆線 ナデ 。 船元

136 F8 3 灰褐色 灰白色 不良 月間苦1I長石・角関石・石英 縄文 ナデ 総元

137 表採 灰黄色 灰白色 良好 網部 長石・石英 縄文・ナデ ナデ 。 総元

138 D6 3 灰黒色 黒褐色 不良月阿部 長石・石英・雲母・角閃石 縄文 ナデ 。 。 船元

139 C13 3 灰白色 灰白色 良好 口縁 長石・石英・砂粒 沈線・隆線・刺突 。 春日

140 C10 3 灰褐色 灰白色 不良 ロ縁 長石・石英 条痕・貝殻刺突 条痕 同部に刑i突 春日

141 A26 2 灰白色 日音灰色 良好 日産ま 滑石・長石 刺突.t甲引き・ナデ ナデ PJJみ 並木

142 A17 3灰茶褐色 暗褐色 良好 胴部 滑石 押引き・ナデ ナデ 。 並木

143 Cll 3 灰白色 灰白色 良好 口縁 滑石・雲母・角的石・長石
曲線・縦位の凹線文・ 条痕・ナデ・指

闘み・沈線 。。。内傾 阿高
刺突 押さえ

144 D10 3 茶褐色 茶褐色 良好 日縁 滑石・小磯・雲母・長石 1黄位十雷文回線 指頭圧痕 。内傾 河高系

145 A19 2 茶褐色 灰白色 良好胴部 滑石 凹線文・ナデ 指押さえ 。 坂の下

146 A18 3 灰褐色 茶褐色 良好 鯛部 滑石・雲母 渦巻き凹線・ナデ ナデ・擦iJ¥ll痕 。内傾

147 A19 2 黒褐色 黒褐色 良好1同寺1I
滑石(微量)・石英・雲母・

曲線の回線文・ナデ ナデ・指頭圧痕 。
長石

148 A16 3 l~音茶褐色 茶褐色 良好 口縁 滑石・雲母
横走十曲線+斜走の 擦過痕・ナデ・ 。 。内傾 阿高系つ
剖沈線 指頭圧痕

149 C10 3 暗茶褐色 灰白色 良好 口縁 滑石・雲母 横走十斜走凹沈線・ナデ ナデ 方jみ

150 B16 3 灰茶褐色 灰茶褐色 良好 口縁 滑石・長石・金雲母 間i尤線・ナテ ナデ

151 A17 3 暗茶褐色 茶褐色 良好 胴部 滑石・石英・長石
横位+曲線の凶線文・

?従の擦過痕
ナデ

152 A17 3 黄援色 黄燈色 良好胸部 滑石・雲母・角関石・長石 縦横の回線文・ナデ ナデ・指頭圧痕 。
153 A19 2灰茶褐色 灰茶褐色 良好 口縁 滑石・長石・石英 斜走凹線文・ナデ ナデ )(IJみ やや摩滅

154 A20 2 灰茶褐色 灰茶褐色 良好 口縁 滑石 斜行回戦線・ナデ ナデ ナデ

155 B20 2 茶褐色 暗灰色 良好 口縁 滑石・長石 縦位沈線・ナデ 指頭圧痕・ナテ 刻み 。 坂の下

表4 土器観察表④
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異物 出土 層 色 調 焼 部 施文・処理 炭化物 粘
接合 備考胎 土 土

番号 地区 位 外面 内面 生 位 外 面 内面 ロ唇部 外面内面 帯

156 B16 3 茶褐色 茶褐色 良好 口縁 滑石・小磯・長石 縦位の凹線文 条痕・ナデ
列点文・ 。。 坂の下刻み

157 B14 3 時灰色 茶褐色 良好腕部 長石・石英 縄文・沈線・ナデ 巻貝によるナテ
中津・
158と接合

158 B14 3 暗灰色 茶褐色 良好納部 長石・石英 縄文・沈線・ナデ 巻貝によるナデ 中津

胸部
擬櫛目文

沈線による鋸歯文・ 土器・ 160159 C13 3 明茶褐色 暗茶褐色 雲母・長石・角閃石
削り・縦位沈線

ナデ 。
と同一個

底部
体か?

胸部 i尤線による鋸歯文・目IJ
擬櫛目文

160 C13 3 明茶褐色 暗茶褐色 雲母・長石・角閃石 ナデ 。 土器・ 1自
底部

り・縦位沈線
修孔

161 A20 2 黒褐色 灰褐色 良好 口縁 粗い滑石 横位の凹線文 ナテ 例み・i櫛 。 。
162 A13 3 茶褐色 暗茶褐色 良好 口縁 滑石 ナデ・指調整 ナデ 刻み 。
163 A13 3 暗茶褐色 茶褐色 良好 ロ縁 滑石・雲母 ナデ 擦過・ナデ 刻み

164 A19 3 黒褐色 時茶褐色 良好 口縁 滑石・雲母 粗い条痕・ナデ 指押さえ・ナデ 利突 。。。
165 A18 3 灰白色 灰白色 良好 口縁 滑石・雲母・長石 ナデ 粗い条痕・ナデ ナデ 。内傾

口縁
擦過・ナデ・指 橋状166 D16 2 R音赤褐色 日音赤褐色 良好 ~ 雲母・長石 ナデ・指押さえ
押さえ 取っ手

。 。F可傾
腕部

167 C13 3 黄土色 灰白色 良好 底部 雲母(微量)・石英・長石 板状工具による整形
板状工具による 。。 鯨底
横走調整

168 A46 2 茶褐色 黒褐色 不良 底部 滑石・雲母・石英 ナデ ナデ・指頭圧痕 。 鯨底

169 A25 2 黄褐色 黄燈色 良好底部
滑石・雲母・長石・石英・

擦過痕・ナデ ナデ・指頭圧痕 。 坂の下?
魚肉石

170 A13 3 明灰色 灰白色 不良 底部 長石・角閃石 ナデ ナデ

171 A46 2 茶褐色 灰白色 不良 底部 滑石・雲母 指頭圧痕 ナデ・指押さえ

172 A46 2 茶褐色 暗褐色 良好底部 滑石・角閃石 ナデ 指押さえ 上げ底

鯨底・接
173 F12 3 明茶褐色 5音褐色 良好 底部 滑石・石英 ナデ・擦j品痕・樹甲さえ ナデ・指押さえ 地面が突

出

174 表採 茶褐色 茶褐色 良好 長石・雲母・角関石 沈線・穿孔 ナデ
装飾品
か?

175 H6 2 灰白色 灰白色 良好 口縁 長石・小磯・石英・角関石 i尤線文・擦過痕・ナデ ナデ 刻目

176 B13 2 IR音灰褐色 R音灰褐色 良好 口縁 石英・金雲母・長石 実IJみ・条痕・ナデ 条痕・ナデ

頚部
車Ij突・横位沈線・縄

177 B16 3 灰白色 日音灰白色 良好 ~ 雲母・石英・角関石
文・ナデ

ヘラナデ 西平

I河部

表5 土器観察表⑤
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3.石器

出土している土器は・縄文時代前期後半と後期初頭を主体とし.他に中期が若干あるところから，

石器の所属時期もこれらの範轄に属しているものかと考えられる。器種としては，石蟻，石錐，ピエ

ス・エスキーユ，石匙，スクレーパー，石斧，石核，砥石，磯器，中型及び大型の石錘等が出土して

いる。他に旧石器時代の小型ナイフ形石器が 1点出土している。

1は，小型のナイフ形石器である。横広の剥片を利用し，左右両側縁にプランティング加工を施し

ている。斜めになった上端部に使用によるとみられる刃こぼれが認められる。やや磨滅している。丘

陵部からの流れこみか。 2はほぼ完形に近い，やや大型の石銑である。薄手で左右両側縁に大まかな

鋸歯加工を施している。松浦市の楼措田遺跡に類似資料の出土がある。この楼措田遺跡でも縄文時代

前期と中期の土器の出土があるところからこれらの時期に含まれるものか。 21も，同じ範轄でとらえ

たい。 3は左右両側縁がほぼ直線をなす石鍛である。同じ形態のものは縄文時代早期後半の押型文士

器に伴って出土しいわゆる“鍬形鍛"と呼称されるが，本遺跡では押型文土器の出土はなく，曽畑式

土器に伴っているところから，同様な形態のものが再び出現することも考えられるが，はっきりしな

い。石材も黒曜石の中でもやや軟質な灰青色の黒曜石を使用するところも縄文時代早期・押型文土器

の時期の特徴であるだけに注意が必要だと思われる。 6，14も同様な形態のものである。 4は脚部が

すぼまるものである。 5は，先端が鋭角で脚部も紹く若干横に広がるものである。松浦市の姫神社遺

跡等で轟B式土器に伴うことが指摘されており，前期前半期の所産か。 8は，比較的小形で，小さく

まとまった印象を与えるものである。長崎市深掘遺跡に類似資料がある。曽畑式土器の時期のもので

あろう。 9は，挟りの部分の幅が広いものである。同じく前記の深堀遺跡に類似資料があり前期の所

産であろう。 10は，鋸歯加工をもち脚部が開き先端角度が割と大きいものである。調査時の出土状況

では，曽畑式土器に伴っており，前期に属するものであろう。 11と22は，ともに基部が平基式で若干

内湾するものである。左右が非対称をなすという特徴がある。 11には癌状の突起が残っている。 12，

13， 17は，ともに表裏両面に一次剥離面を多く残し側緑部の二次調整によって鋸歯加工を施すもので

ある。 16は，やや摩滅したもので脚部の挟りの幅が広いものである。 18~20は，いずれも下端がふく

らむもので， 19・20は厚みがある。 26・27は，剥片鍛である。 26は，ほぼ原型を保っていると思われ

るが.上端部が尖っていない。 25 ・ 28 ・ 29 ・ 48は・石錐である。 30~34は.ピエス・エスキーユであ

る。小型のもの 3点と比較的大きいものがある。 35は，異形石器である。二次調整を丁寧に行い薄手

に作り，大きな挟りとそれに直行する小さな挟りを入れている。 36は，打面調整を行った後.上面か

ら剥片の剥取を行うものである。 37は，安山岩製のスクレーパーである。場合によっては.石鋸と報

告されることもある資料であるが，全周をめぐる二次調整は特に先端部の尖ったところを意識的に作

り出すということもなく，はぼ均一的に施されていることから，ものを切ったり裂いたりというスク

レーパーとした方が妥当だとの判断を行ったが，石舘の可能性がなくなったわけではない。 38~47は

石匙である。いずれも縦型で，この遺跡の石器群の特徴を表しているものと考えられる。石材は9点

全部が安山岩製である。 38は，石匙の中では一番大形のもので，刃部の形は，半円形をしている。直

線部分は若干内湾している部分もある。下端部は自然面が残っている。 38，43は，ほぼ向型のもので，

刃部の形は半円形を縦に半割した形をしている。“出刃包丁"に形が似ている。素材は薄手の剥片を用

い，表裏それぞれ片側からのみ二次調整を行っている。最後に上端の突起部を挟りを入れて作り出し

日
刊
U

円
台
U



二~~A 傘I~~ 引金銭。議剤一

K
ふり

麻郡今A
m
 

A
o
 

命活品。品川島
J

JjiJiLjA同軍~t' ，~可
第 21図出土石器①(s = 2/3) 
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第 22図出土石器②(s = 2/3) 

ている。 43の資料は上端部が斜めになっている。 41の資料は，刃部の作りだしは行わずに.上端部に

挟りを入れることしか行っていない。 42は，縦横の比で，縦の比が小さい。 45~47は，刃部の形が略

円形ないしは木の葉形をなすものである。 47は，特に厚みをとる剥離を行ったり，刃部の周囲を入念

に二次調整を行い部分的にそれとはっきりわかる鋸歯加工を行っている。 44，49~68までは，スクレー

ノfーである。福江市江湖貝塚でも指摘されているように，本遺跡でもスクレーパ一類が多い。石材は

殆どが安山岩製である。 44・68は，横剥ぎ剥片を素材とする。 44は，打癌のふくらみを二次調整で取

り除いている。 51，52， 56， 61， 66は，半円形をした刃部をもち，直続部分には平坦な切断面ないし

は打面をもつものである。その中でも円形の刃部が1800

半周するもの66と，その半分100。ほどしか

ないもの， 51， 61， 4分の 1程度の90。程のもの52，56がある。 49，67は，「V字J 状の刃部をもつも

のである。 50も同じく rv宇」状の刃部をもつものであるが，素材自体に厚みがあるため刃部の角度

が大きいものである。 62は，略円形を呈しそのほぼ全周を刃部がめぐるものである。上端部に一部新

しい欠けがある。 63は，形は楕円形をし，片側にのみ急傾斜のスクレーパーエッジを施すものである。

断面は，略三角形で，山形部分を手のひら側にして持ったときに丁度手になじむ大きさと形をしてい

る。島原市の稗田原遺跡等では縄文時代晩期の土器とともに出土し，植物質資源の収穫具ではないか

1
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第 23図出土石器③ (s= 2/3) 
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第 24図出土石器④ (s二 2/3)
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第 25図出土石器⑤(s = 2/3) 
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第 26図出土石器⑥ (s= 2/3) 
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第 27図出土石器⑦ (s= 2/3) 
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第 28図出土石器⑧(sこ 2/3)
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第 29函出土石器⑨(s = 2/3) 
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第 30図出土石器⑩ (s= 2/3) 
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第31図出土石器⑪(s = 2/3) 
ともいわれている。 53は，上端部に近いところの左右両側に扶りを入れている。下半部は折れている。

55は，薄手の縦長剥片を素材とし，直線的なスクレイパーエッジを作出している。また，対辺に部分

的な二次調整を施している。 57は，欠損品だと思われる資料であるが， IM字j 状の刃部を作出してい

る。 60は，一側縁に直線的なスクレーパーエッジを作出している。大型縦長剥片を斜めに断ち切るよ

うな切断を行った後，刃部を作出しているので，鋭角的に尖っている。 64は，大形の分厚い長方形の

素材の左右両側辺に比較的大きな二次調整を行っている。

69"-' 75は，石核である。上設打面で上からのみの剥離を行う72の他は，いづれも打面を転移しなが

ら剥取していくものである。 76"-'88は石斧である。打製石斧が 1点の他，あとは全部磨製石斧である。

大きさも大小さまざまであり，石材は，蛇紋岩，安山岩，硬質砂岩等がある。 76"-'78は，いづれも蛇

紋岩製の磨製石斧の刃部または胴部の破片である。 79は，硬質砂岩製の磨製石斧で厚さは比較的薄い。

80は石斧の刃部ではなくて基部の方である。 81も蛇紋岩製の磨製石斧であるが，厚みがあり断面が円

形に近い。 82は，蛇紋岩製の石斧未製品だと思われる資料である。 83は，硬質砂岩製の磨製石斧であ

るが，刃部が細く小さいという特徴をもっている。 84は，蛇紋岩製で全体的に薄く均一に仕上げたも

ので，縄文時代前期曽畑式土器の時期に特有のものである。 85も，蛇紋岩製の磨製石斧片であるが，

破損が激しい。 86は，基部の部分が欠損したもので，厚みと形が安定的な印象を与える。 87は，磨製

石斧の基部の破片である。 88は，打製石斧である。 89は，磯器。 90，91は石錘である。 92は，砂岩製

の砥石である。 93"-'118は，中型ないしは大型の石錘である。概ね4kg 以上のものを大型として分類

した。 93"-'97，99"-'101， 105"-'107， 112， 115， 117は，形としては，概ね楕円形を呈し，左右両側か
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第 32図出土石器⑫ (s= 2/3) 
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第 35図出土石器⑮ (s= 2/3) 

ら挟りを施すもので，剥離によって厚みをとろうとしづ意識が窺われるものである。これに対して，

116は，厚みをとろうという意識がなく丸いまま，その素材の全周を溝状に打ち剥がすものである。 118

は，製作途上のものであろうか。 108~111 ， 113， 114は，中型のものである。 102~104は，重さ 15kg

以上の特に重いものを分けてみた。(村川)
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番号 出土地区 層位 器 種 石質 最大長 最大幅 最大厚 重量 備考

1 B-7 E ナイフ形石器 黒曜石 31 17 9 3.3 狸谷型?

2 表採 石鍛 黒曜石 33 23 5 2.3 後期?

3 C-8 E 石鍛 黒曜石 31 21 7 2.0 早期?

4 C -17 E 石鍛 黒曜石 29 17 5 1.6 

5 A-2 E 石鍛 黒曜石 23 15 4 0.5 

6 C-6 E 石鍛 黒曜石 22 16 4 0.7 

7 表採 石鍛 黒曜石 18 14 3 

8 A-2 E 石鍛 黒曜石 19 14 6 0.9 

9 A-3・4 E 石鍛 黒曜石 22 17 6 1.1 

10 C-7 E 石鍛 黒曜石 18 19 4 0.6 鋸歯

11 F-6 E 石鍛? 黒曜石 24 21 8 2.8 

12 F-6 E 石鍛 黒曜石 30 15 5 1.6 

13 A-1 血 石鍛 黒曜石 22 14 3 0.6 

14 C-6 理 石鍛 黒曜石 20 17 4 0.5 

15 C -10 E 石鍛 黒曜石 21 19 4 1.0 

16 F-9 E 石鍛 黒曜石 24 21 6 1.9 全面水磨

17 A-3・4 E 石鍛 安山岩 30 20 4 2.2 鋸歯鍛

18 A-2 E 石鍛 黒曜石 19 17 4 0.2 平基

19 F-5 皿 石鍛 黒曜石 21 18 7 2.1 平基

20 A-15 直下 石銑 黒曜石 20 15 5 0.9 平基

21 G-8 E 石鍛 黒曜石 39 21 7 3.2 大形鍛

22 D-9 E 石鍛 黒曜石 26 19 5 1.6 

23 A-7 E 石鍛 黒曜石 25 17 6 1.1 

24 B -24 E 石餓 黒曜石 18 16 3 0.4 

25 C -23 E 石錐 黒曜石 27 18 8 1.6 擦痕有り

26 A -16 E 剥片鍛 黒曜石 37 19 5 2.4 

27 G-9 E 剥片鍛 黒曜石 17 16 3 0.4 

28 日-6 堕 石錐 黒曜石 41 19 10 5.4 

29 C-9 立 石錐 黒曜石 20 17 8 1.7 

30 A-3・4 E 模形石器 黒曜石 31 17 16 6.0 

31 A -17 H 模形石器 黒曜石 27 14 10 3.7 

32 A-2 田 模形石器 黒曜石 32 19 14 6.8 

33 D-2 皿 模形石器 黒曜石 31 17 13 6.2 

34 A-3・4 E 模形石器 黒曜石 51 21 20 15.3 

35 A-20 E 不明石器 黒曜石 39 31 8 3.8 

36 C-8 E 石核 黒曜石 50 29 25 30.4 

37 A-2 E 掻器 安山岩 60 35 15 30.0 

38 B-8 E 縦型石匙 安山岩 84 53 14 45.7 縦長状剥片

39 A -13 E 縦型石匙 安山岩 66 33 8 17.3 縦長状剥片

40 A -10 E 縦型石匙 安山岩 65 47 13 26.7 縦長状剥片

41 A-5 E 縦型石匙 安山岩 69 40 14 30.1 縦長状剥片

42 D-3 E 縦型石匙 安山岩 57 42 11 26.2 縦長状剥片

43 A-5 E 縦型石匙 安山岩 61 26 7 9.8 縦長状剥片

44 C-7 E 掻器 玄武岩 26 64 11 15.6 横長剥片

45 B-7 E 縦型石匙 安山岩 55 34 10 12.9 縦長状剥片

46 E -10 E 縦型石匙 安山岩 49 40 11 16.5 不定形剥片

47 A-46 E 縦型石匙 安山岩 64 35 7 14.1 刃部鋸歯

48 E -10 E 石錐 安山岩 57 30 12 10.8 

49 B-9 皿 掻器 玄武岩 66 51 16 38.4 

表 6 石器観察表①
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番号 出土地区 層位 器 種 石質 最大長 最大幅 最大厚 重量 備考

50 A-3・4 国 掻器 安山岩 79 57 13 72.6 エンドスクレーパー

51 C-8 E 掻器 安山岩 72 34 7 19.3 

52 E -10 皿 掻器 安山岩 83 59 22 100.3 

53 A-5 E 石匙 玄武岩 53 51 17 43.1 

54 F-6 E 掻器 安山岩 37 31 12 9.2 鋸歯状加工

55 A-2 E 掻器 安山岩 72 56 14 47.4 

56 日-10 E 掻器 玄武岩 58 40 10 26.6 

57 A-3・4 E 掻器? 玄武岩 50 41 14 22.5 

58 C-8 E 掻器 安山岩 51 47 23 42.7 

59 C-7 E 掻器 安山岩 40 32 5 6.0 

60 H-6 E 掻器 安山岩 98 41 18 47.6 

61 B-4 illa 撞器 安山岩 99 43 21 72.8 

62 I-5 国 掻器 安山岩 91 76 22 138.5 

63 A-5 掻器 安山岩 73 49 26 72.3 

64 D -15 E 掻器 玄武岩 101 60 27 175.6 

65 E-7 E 掻器 玄武岩 53 51 17 43.1 

66 表採 掻器 玄武岩 46 67 20 49.4 

67 I-6 E 掻器 安山岩 45 53 21 32.0 

68 A-3・4 E 掻器 安山岩 48 62 16 29.7 

69 A -17 皿 石核 安山岩 48 75 26 95.0 

70 I-6 E 石核 黒曜石 48 61 27 47.0 

71 A-3・4 E 石核 安山岩 58 61 41 147.5 

72 A -14 E 石核 黒曜石 41 31 9 12.5 

73 F -10 E 石核 黒曜石 42 37 31 35.0 

74 I-7 E 石核 黒曜石 37 49 28 41.0 

75 B-8 E 石核 黒曜石 30 38 16 16.0 

76 A-4 illa 石斧 蛇文岩 72 66 16 45.0 刃部片

77 A-4 illa 石斧 蛇文岩 80 36 15 34.0 刃部片

78 A-9 H 石斧 蛇文岩 69 49 19 45.0 刃部片

79 D-6 石斧 頁岩 93 52 18 93.0 基部欠損

80 C -13 直下 石斧 硬質砂岩 83 82 12 109.0 基部残存部

81 C -28 E 石斧 蛇文岩 121 59 45 405.0 

82 D-3 血 石斧 蛇文岩 148 69 34 380.0 未製品

83 表採 石斧 頁岩 94 41 13 74.0 ノミ状

84 F-8 E 石斧 蛇文岩 106 46 10 85.0 属平片刃

85 B-4 盟 石斧 蛇文岩 103 57 32 252.6 胴部破片

86 B-1・2 直 石斧 蛇文岩 93 64 30 251.0 基部欠損

87 B-4 illa 石斧 頁岩 51 50 13 50.0 

88 表採 石斧 179 78 34 649.0 未製品

89 表採 磯器 安山岩 118 102 28 双角状

90 表採 小型機石錘 結晶片岩 102 96 25 342.9 

91 表採 小型礎石錘 玄武岩 114 90 26 

92 表採 砥石 砂岩 120 126 66 1010.0 欠損

93 F -11 E 大形礁石錘 凝灰岩 319 236 75 

94 A-45 E 大形礎石錘 玄武岩 346 212 81 8.0 

95 A-5 E下 大形礎石錘 結品片岩 313 184 76 5.5 

96 B -43 E 大形礎石錘 凝灰岩 322 246 82 

97 表採 大形礎石錘 玄武岩 274 252 67 

98 F -11 E 大形礎石錘 玄武岩 348 204 103 10.1 

表 7 石器観察表②
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番号 出土地区 層位 器 種 石質 最大長 最大幅 最大厚 重量 備考

99 A-45 E 大形礎石錘 玄武岩 341 228 79 

100 D -19 E 大形磯石錘 玄武岩 417 245 95 

101 D -19 E 大形礎石錘 玄武岩 321 176 93 4.5 

102 表採 大形礎石錘 玄武岩 430 241 151 

103 表採 大形磯石錘 玄武岩 433 238 166 26.0 

104 表採 大形礎石錘 玄武岩 439 193 155 15.5 

105 A-2 大形磯石錘 玄武岩 371 238 89 

106 D -19 E 大形磯石錘 玄武岩 334 146 58 4.2 

107 C -12 E 大形磯石錘 玄武岩 260 150 100 7.2 

108 表採 石錘 玄武岩 186 106 36 1.05 

109 B -26 E 石錘 玄武岩 295 129 69 2.8 

110 A-40 H 石錘 玄武岩 217 155 40 1.94 

111 B -19 石錘 玄武岩 207 80 51 1.21 

112 表採 大形磯石錘 玄武岩 272 174 92 

113 表採 石錘 玄武岩 153 102 44 

114 表採 石錘 玄武岩 198 147 43 

115 E -13 E 石錘 玄武岩 265 193 56 3.5 

116 C -12 E 大形礎石錘 玄武岩 400 170 116 10.1 

117 H-9 E 大形礎石錘 玄武岩 404 223 76 

118 A-23 E 大形磯石錘 玄武岩 333 241 120 

表 8 石器観察表③
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第lV章総括

第 1節 擬櫛呂文土器について

その他の土器として，擬櫛目文土器を取り上げた(第36図)。この土器は，文様構成が他に比べ異質

であり，器面をヘラ削りするなど特殊な技法も存在する。基本的な文様は曽畑式土器のそれと近似す

るが，文様構成上，他に類似資料を探した、せない資料で、あった。そこで，曽畑式土器のノレーツとされ

る韓国にその類例を求めざるを得ないものとして，擬櫛目文土器として取り上げた。この土器につい

て，まず土器の特徴や施文方法を記載する。

土器は，胎土に滑石は含まないが，外面の色は後期前葉の阿高式系土器に近似している。底は平底

となり，粘土帯の状況から円盤状の底に胴部を貼り付けただけの雑な接合であることが解る。編年的

なものとしては，その形態や胎土・色調などから，先述した阿高式系の土器と思われ，後期前葉と考

えている。

外面の施文は，縦の沈線で4つのE画帯をっくり，この区間帯を基準に施文している。沈線内は細

いヘラ状の施文具をやや斜めに傾斜させ，鋭く粘土を間IJって施文する。

いわゆる棒状施文具というより，鋭い V字状の彫刻刀で施文したような

文様である。施文}I頃序として第36図示したように①器面全体を丁寧にナ

デ調整し，縦に沈線3本を垂下させる。この垂下した 3本を 1単位とし

て全体を4分割する。②縦3本の単位の中心の線に向かつて矢羽根状に

施文する。この矢羽は最初左側から上から下まで施文し，次に右側jを施

文している。③縦の区画帯の左右から，沈線で横方向に大きな三角文を

沈線で施文する。三角文は， 4分割された縦区画から各々互い違いにな

るように施文している。④三角形の中に横方向に矢羽根状の施文を行う。

最後に三角文で区画された部分以外の部分をヘラ削りする。この施文方

法で③については，まず三角文を区画してからその区画内に矢羽文を施

文するほうが自然と考えられるが，三角文の下の施文が縦区画の矢羽と

合致していることから，縦区画内の矢羽施文が，三角文より早い段階で

施文されたと捉えた。

縦に 3本沈線で文様帯を区画し，そこから左右に三角文を施文する土

器の出土例は，管見に触れる限り類例を知らない。ただし，三角鋸歯文

の土器は，五島有川町頭ケ島白浜遺跡において出土した韓国系隆起文土

器がある。この土器は，報告者によれば「鋸歯状に斜行する沈線で文様

帯を区画し，それぞれの文様帯を密な縦位の沈線で充填するか研磨のの

ちにベンガラを塗彩するかの・・」としており，鋸歯状の三角文の中に

斜行する沈線をいれる部分と，ナデて塗彩する部分とを交互に配置する

資料である。本遺跡出土の土器は，縦の区画帯から左右に三角文を延ば

し，間延びした鋸歯文で，鋸歯文間の空間をヘラ削りをおこなうところ

¥____ L} 
①
 

② 

③ 

------一一④

に大きな特徴を持っている。頭ケ島白浜遺跡の土器とは鋸歯文の配置や， 第36図 擬櫛目文土器施文)1慎序
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第37図 縦の区画帯をもっ櫛目文土器

，当h

9 号 10Fm

ケズリと塗彩という相違はある

が，鋸歯文内を沈線充填するこ

とや，素地の部分を塗彩やケズ

リで意識していることなどは共

通している。ただし，編年的位

置としては相違するものと考え

られる。本遺跡の土器の編年的

位置を考えるために韓国の遺跡

出土の土器から，類似する土器

を指摘する。第37図-1は凡方

貝塚出土の土器である。口縁部

から垂下する沈線2本を単位と

して等間隔に腕部上部まで施文

する。垂下した 2本単位の沈線

開に斜線文を施文。腕部下半は

魚骨文である。この資料は腕部

形態と，胴部下半の文様が相違するが，垂下する沈線を区画するという大きな特徴がある。 2は金海

水佳里員塚出土のもので，先の凡方貝塚出土のものと同様の形式のものであろう。水佳里 Iの段階に

比定されている。 3は，大項員塚出土の櫛文土器で，胴部が膨らみ，口縁部がやや内傾する。口唇部

付近から垂下させた2本の沈線の左右に矢羽状に沈線を施文する。沈線の鋭さなどは本遺跡出土資料

に近似し，胴部がやや膨らむところも似ている。この 3つの資料中， 3の資料については，編年的な

位置付けについては不明であるが，施文が 1・2よりも退化傾向にあると思われることや，破片で想

像の域をでないが，平底になる可能性があることなど，本遺跡出土資料に最も近い資料である。先の

資料を，水佳里 Iの段階とするならば，それ以降の可能性を示唆しておきたい。水佳里 Iの段階につ

いては，縄文前期後葉から後期までの幅があり，特定の時期設定は困難である。本遺跡出土の擬櫛目

文土器については，先述したように外面の色調などから阿高式系土器に近いと考えられ，その編年的

な位置付けとしては水佳里E段階を想定したい。ただし，最後の調整として鋸歯文聞にケズリを入れ

るなどの技法は特異で、あり，今後のさらなる追求が必要となろう。

第2節 千里ケ浜遺跡出土の石器について

出土石器の組成として，石鍛・掻器(石匙を含む)・ドリル・石斧・大型礎石錘・模形石器などがあ

げられる。石鍛は図化していないもの 8点含めて， 33点出土しており，掻器は， 43点(未実測の縦型

石匙2点，掻器9点)， ドリル5点(未実測 1点)，模形石器4点，大形礎石錘33点という内容である。

出土石器の所属時期は，土器からみれば，縄文前期から後期前葉までの土器が出土していることから，

この範轄で捉えることは許されるであろう。また，土器は曽畑式土器を主体とし，次が阿高式系土器，

轟B式土器，船元式土器と続く。ただし，この中でも曽畑式土器の出土量が圧倒的に多く，次に後期

前葉の土器がこれに次ぐ。このことから，出土石器の時期的なものも，この 2つの時期のどちらかの
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時期に比重があるものと判断する。この 2つのうちどちらに帰属するかについては大きな問題がある。

その問題解決の一つに摩滅したものが一つの目安になる。特に 2層から出土したものについては摩滅

が激しいものが多い傾向にある。本遺跡の主体的な包含層である 3層は，縄文後期の土器も包含する

が前期を主体とし， 2層には後期の土器が多く取り込まれている。このことから 2層出土の石器は極

めて縄文後期の所産である可能性が高いとみる。このことも踏まえながら，千里ケ浜遺跡の石器を分

類するにあたって，いままでの縄文時代の石器の出土例などを踏まえて，相対的な時期の判断をおこ

なっていく必要がある。ここでは，遺跡出土の石器の中でも特徴的である石匙を主体に考察していく。

石匙と遺跡の性格

出土石器組成中，狩猟具などの石器の比率は少なく，掻器類が圧倒的に多いのが本遺跡の特徴であ

る。また，石匙の出土が多く，石匙の中でも縦型の石匙が多いこともまた大きな特徴といえる。県内

で知られる石匙は横型のものが大半で，縦型の石匙は各遺跡で散見されるにすぎない。もともと石匙

は，縄文時代を通して出土する石器として捉えられているが，実際は時期的な濃密があるようで，橘

が縄文時代後期には少なくなるとの見解を示しているように，西北九州の縄文後期の遺跡、のなかでは

石匙の出土はほとんど見られない。県内でいえば，対馬の佐賀貝塚や小値賀町の殿崎遺跡，蚊宿町の

鰐川貝塚，五島有川町浜泊遺跡などの後期遺跡では石匙の出土はほとんどなく，出土しても 1・2点

に止まっている。この状況は，佐賀県の海岸線に立地する遺跡でも同様である。これに対し，縄文早

期・前期の遺跡では石匙が多く出土する傾向にある。県内では国見町百花台遺跡，田平町つぐめの鼻

遺跡，田平町前日遺跡，多良見町伊木力遺跡，長崎市深堀遺跡などの早・前期遺跡では確実に出土し

ている。これらの遺跡で出土する石匙は，横型のものが主体であるが，伊木力遺跡の 5層曽畑式土器

段階で出土したものなどは，縦型と横型が混在している。ただし，本遺跡の石匙のように縦型だけで

構成される例はまずない。この在り方について編年的な差を最初意識したが，第38図に見られるよう

に，縄文早期の段階から横型が主体ではあるものの，縦型も確実に出土している。また，本遺跡とは

逆に，縄文時代早期終末に編年される玖島城跡の下層から， 10点石匙が出土しているが，すべて横型

で構成されている。本遺跡出土の石匙は，その素材獲得技術が同様であることから，同時期に製作さ

れた可能性が高い。土器との関係や県内の出土状況を加味するならば，前期に相当することは確かで

あろう。では何故千里ケ浜遺跡の石匙は縦型に限定されるのか。大きく関わるのが環境の違いを背景

とした，作業の在り方が関係したと判断するしかない。立地の項で述べたように，本遺跡の縄文前期

の環境は，現在と同じように砂地であることから，広大な砂地という独特の環境の中での作業を反映

した道具類が残存したと考える。場の機能が石匙の形態に反映されているのであろう。海岸部での作

業では，海棲動物の捕獲・解体に比重が置かれるものと考えられる。もちろん，岩礁性の遺跡でも同

じ様な作業をおこなっていたであろうが，縦型の石匙だけで構成される本遺跡は，解体作業の中でも

工程的にいずれかの作業が卓越していたということではないだろうか。岩礁性の遺跡では海棲動物の

捕獲という面で本遺跡以上に捕獲の道具が卓越していたことが考えられる。このことは，時間的に先

行するが田平町つくやめの鼻遺跡で、の多量の石鋸の出土が物語っている。本遺跡では捕獲具と思える資

料は皆無であることは，この遺跡の性格を表しているものと考える。つまりは，遺跡の性格として，

主に解体作業を主体とした場であったことを示唆しておきたい。ただし，解体という前提には捕獲と
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いう行為が必要となる。石製の漁労具が出土していない本遺跡での捕獲は，突き漁というよりも網漁

やその他の捕獲技術で海棲動物を捕獲していたと考えるべきであろう。

※ この土器資料について水ノ江和同氏は，縄文土器とも，櫛目文土器ともつかない土器であると指摘した上で，

朝鮮半島から渡った人の子孫が作った土器である可能性が高いとした。
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図版 18 出土土器 (1/2) 
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図版 19 出土土器⑪ (1/2) 
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